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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】効率的に通信を行う端末装置を提供する。
【解決手段】下りリンク制御情報を含むＰＤＣＣＨを受
信する受信部と、ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づき
ｓＰＵＳＣＨを送信する送信部とを備える。ｓＰＵＳＣ
Ｈがマッピングされるシンボルの数とｓＰＵＳＣＨに関
連するＤＭＲＳがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシン
ボルの数の和は、２及び又は３であり、下りリンク制御
情報に付加されるＣＲＣがＣ－ＲＮＴＩでスクランブル
されている場合、ｓＰＵＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマ
ッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのインデックス
は、下りリンク制御情報に少なくとも基づき与えられる
。下りリンク制御情報に付加されるＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ
－ＲＮＴＩでスクランブルされている場合、ｓＰＵＳＣ
Ｈに関連するＤＭＲＳがマップされるシンボルのインデ
ックスは上位層の信号に少なくとも基づき与えられる。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下りリンク制御情報を含むＰＤＣＣＨを受信する受信部と、
　前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づきｓＰＵＳＣＨを送信する送信部と、を備え、
　前記ｓＰＵＳＣＨがマッピングされるシンボルの数と前記ｓＰＵＳＣＨに関連するＤＭ
ＲＳがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数の和は、２および／または３であり
、
　前記下りリンク制御情報に付加されるＣＲＣがＣ－ＲＮＴＩでスクランブルされている
場合、前記ｓＰＵＳＣＨに関連する前記ＤＭＲＳがマッピングされる前記ＳＣ－ＦＤＭＡ
シンボルのインデックスは、前記下りリンク制御情報に少なくとも基づき与えられ、
　前記下りリンク制御情報に付加される前記ＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブ
ルされている場合、前記ｓＰＵＳＣＨに関連する前記ＤＭＲＳがマップされる前記シンボ
ルのインデックスは上位層の信号に少なくとも基づき与えられる端末装置。
【請求項２】
　前記ｓＰＵＳＣＨは、第１のｓＰＵＳＣＨであり、
　前記送信部は、前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づき第２のｓＰＵＳＣＨを送信し
、
　前記ｓＰＵＳＣＨがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数と前記第２のｓＰＵ
ＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数の和は、６お
よび／または７であり、
　前記下りリンク制御情報に付加されるＣＲＣがＣ－ＲＮＴＩでスクランブリングされて
いるかＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブリングされているかに関わらず、前記第２のｓ
ＰＵＳＣＨに関連する前記ＤＭＲＳがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルはスロッ
トの４番目のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルである請求項１に記載の端末装置。
【請求項３】
　前記第１のｓＰＵＳＣＨがマッピングされる先頭のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを示す第１
の値ｌｓｔａｒｔは、偶数番号のスロットにおいて０、３、および／または、５であり、
　前記第１の値ｌｓｔａｒｔは、奇数番号のスロットにおいて０、２、および／または、
４であり、
　前記第２のｓＰＵＳＣＨがマッピングされる先頭のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを示す第２
の値ｌｓｔａｒｔは、スロット番号に関わらず０である請求項２に記載の端末装置。
【請求項４】
　下りリンク制御情報を含むＰＤＣＣＨを受信する受信部と、
　前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づきｓＰＵＳＣＨを送信する送信部と、を備え、
　前記ｓＰＵＳＣＨがマッピングされる第１のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数と前記ｓＰＵ
ＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマップされる第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数の和は、２
または３であり、
　前記下りリンク制御情報に付加されるＣＲＣがＣ－ＲＮＴＩでスクランブルされている
場合、前記第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのインデックスは、前記下りリンク制御情報に
少なくとも基づき与えられ、
　前記下りリンク制御情報に付加される前記ＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブ
ルされている場合、前記第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのインデックスは、前記第１のＳ
Ｃ－ＦＤＭＡシンボルのインデックスより小さい端末装置。
【請求項５】
　前記ｓＰＵＳＣＨは、第１のｓＰＵＳＣＨであり、
　前記送信部は、前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づき第２のｓＰＵＳＣＨを送信し
、
　前記第２のｓＰＵＳＣＨがマッピングされる第１のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数と前記
第２のｓＰＵＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマッピングされる第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボ
ルの数の和は、６および／または７であり、
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　前記下りリンク制御情報に付加されるＣＲＣがＣ－ＲＮＴＩでスクランブリングされて
いるかＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブリングされているかに関わらず、前記第２のｓ
ＰＵＳＣＨに関連する前記ＤＭＲＳがマッピングされる前記第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボ
ルのインデックスは４である請求項４に記載の端末装置。
【請求項６】
　前記第１のｓＰＵＳＣＨがマッピングされる先頭のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを示す第１
の値ｌｓｔａｒｔは、偶数番号のスロットにおいて０、３、および／または、５であり、
　前記第１の値ｌｓｔａｒｔは、奇数番号のスロットにおいて０、２、および／または、
４であり、
　前記第２のｓＰＵＳＣＨがマッピングされる先頭のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを示す第２
の値ｌｓｔａｒｔは、スロット番号に関わらず０である請求項５に記載の端末装置。
【請求項７】
　下りリンク制御情報を含むＰＤＣＣＨを受信する受信部と、
　前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づきｓＰＵＳＣＨを送信する送信部と、を備え、
　前記ｓＰＵＳＣＨがマッピングされる第１のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数と前記ｓＰＵ
ＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマッピングされる第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数の和は
、２または３であり、
　前記第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのインデックスは、前記下りリンク制御情報に含ま
れる第１のフィールドに少なくとも基づき与えられ、
　前記下りリンク制御情報に付加されるＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブルさ
れ、かつ、前記下りリンク制御情報に含まれるＮＤＩフィールドが０にセットされている
場合、前記第１のフィールドが所定の値にセットされていることに少なくとも基づき、前
記下りリンク制御情報を有効なＳＰＳ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎまたはＳＰＳ　ｒｅｌｅａ
ｓｅとみなす端末装置。
【請求項８】
　前記下りリンク制御情報に付加される前記ＣＲＣが前記ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクラ
ンブルされ、かつ、前記下りリンク制御情報に含まれるＮＤＩフィールドが０にセットさ
れている場合、前記第１のフィールドが前記所定の値にセットされていないことに少なく
とも基づき、前記ＣＲＣがマッチしなかったとみなす請求項７に記載の端末装置。
【請求項９】
　前記ｓＰＵＳＣＨは、第１のｓＰＵＳＣＨであり、
　前記送信部は、前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づき第２のｓＰＵＳＣＨを送信し
、
　前記ｓＰＵＳＣＨがマッピングされる第１のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数と前記第２の
ｓＰＵＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマッピングされる第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数
の和は、６および／または７であり、
　前記第２のｓＰＵＳＣＨに関連する前記ＤＭＲＳがマッピングされる前記第２のＳＣ－
ＦＤＭＡシンボルのインデックスは４である請求項７に記載の端末装置。
【請求項１０】
　前記第１のｓＰＵＳＣＨがマッピングされる先頭のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを示す第１
の値ｌｓｔａｒｔは、偶数番号のスロットにおいて０、３、および／または、５であり、
　前記第１の値ｌｓｔａｒｔは、奇数番号のスロットにおいて０、２、および／または、
４であり、
　前記第２のｓＰＵＳＣＨがマッピングされる先頭のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを示す第２
の値ｌｓｔａｒｔは、スロット番号に関わらず０である請求項９に記載の端末装置。
【請求項１１】
　下りリンク制御情報を含むＰＤＣＣＨを送信する送信部と、
　前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づき送信されるｓＰＵＳＣＨを受信する受信部と
、を備え、
　前記ｓＰＵＳＣＨがマッピングされるシンボルの数と前記ｓＰＵＳＣＨに関連するＤＭ
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ＲＳがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数の和は、２および／または３であり
、
　前記下りリンク制御情報に付加されるＣＲＣがＣ－ＲＮＴＩでスクランブルされている
場合、前記ｓＰＵＳＣＨに関連する前記ＤＭＲＳがマッピングされる前記ＳＣ－ＦＤＭＡ
シンボルのインデックスは、前記下りリンク制御情報に少なくとも基づき与えられ、
　前記下りリンク制御情報に付加される前記ＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブ
ルされている場合、前記ｓＰＵＳＣＨに関連する前記ＤＭＲＳがマップされる前記シンボ
ルのインデックスは上位層の信号に少なくとも基づき与えられる基地局装置。
【請求項１２】
　前記ｓＰＵＳＣＨは、第１のｓＰＵＳＣＨであり、
　前記受信部は、前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づき送信される第２のｓＰＵＳＣ
Ｈを受信し、
　前記ｓＰＵＳＣＨがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数と前記第２のｓＰＵ
ＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数の和は、６お
よび／または７であり、
　前記下りリンク制御情報に付加されるＣＲＣがＣ－ＲＮＴＩでスクランブリングされて
いるかＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブリングされているかに関わらず、前記第２のｓ
ＰＵＳＣＨに関連する前記ＤＭＲＳがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルはスロッ
トの４番目のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルである請求項１１に記載の基地局装置。
【請求項１３】
　前記第１のｓＰＵＳＣＨがマッピングされる先頭のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを示す第１
の値ｌｓｔａｒｔは、偶数番号のスロットにおいて０、３、および／または、５であり、
　前記第１の値ｌｓｔａｒｔは、奇数番号のスロットにおいて０、２、および／または、
４であり、
　前記第２のｓＰＵＳＣＨがマッピングされる先頭のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを示す第２
の値ｌｓｔａｒｔは、スロット番号に関わらず０である請求項１２に記載の基地局装置。
【請求項１４】
　下りリンク制御情報を含むＰＤＣＣＨを送信する送信部と、
　前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づき送信されるｓＰＵＳＣＨを受信する受信部と
、を備え、
　前記ｓＰＵＳＣＨがマッピングされる第１のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数と前記ｓＰＵ
ＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマップされる第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数の和は、２
または３であり、
　前記下りリンク制御情報に付加されるＣＲＣがＣ－ＲＮＴＩでスクランブルされている
場合、前記第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのインデックスは、前記下りリンク制御情報に
少なくとも基づき与えられ、
　前記下りリンク制御情報に付加される前記ＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブ
ルされている場合、前記第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのインデックスは、前記第１のＳ
Ｃ－ＦＤＭＡシンボルのインデックスより小さい基地局装置。
【請求項１５】
　前記ｓＰＵＳＣＨは、第１のｓＰＵＳＣＨであり、
　前記受信部は、前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づき送信される第２のｓＰＵＳＣ
Ｈを受信し、
　前記第２のｓＰＵＳＣＨがマッピングされる第１のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数と前記
第２のｓＰＵＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマッピングされる第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボ
ルの数の和は、６および／または７であり、
　前記下りリンク制御情報に付加されるＣＲＣがＣ－ＲＮＴＩでスクランブリングされて
いるかＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブリングされているかに関わらず、前記第２のｓ
ＰＵＳＣＨに関連する前記ＤＭＲＳがマッピングされる前記第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボ
ルのインデックスは４である請求項１４に記載の基地局装置。
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【請求項１６】
　前記第１のｓＰＵＳＣＨがマッピングされる先頭のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを示す第１
の値ｌｓｔａｒｔは、偶数番号のスロットにおいて０、３、および／または、５であり、
　前記第１の値ｌｓｔａｒｔは、奇数番号のスロットにおいて０、２、および／または、
４であり、
　前記第２のｓＰＵＳＣＨがマッピングされる先頭のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを示す第２
の値ｌｓｔａｒｔは、スロット番号に関わらず０である請求項１５に記載の基地局装置。
【請求項１７】
　下りリンク制御情報を含むＰＤＣＣＨを送信する送信部と、
　前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づき送信されるｓＰＵＳＣＨを受信する受信部と
、を備え、
　前記ｓＰＵＳＣＨがマッピングされる第１のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数と前記ｓＰＵ
ＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマッピングされる第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数の和は
、２または３であり、
　前記第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのインデックスは、前記下りリンク制御情報に含ま
れる第１のフィールドに少なくとも基づき与えられ、
　前記下りリンク制御情報に付加されるＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブルさ
れ、かつ、前記下りリンク制御情報に含まれるＮＤＩフィールドが０にセットされている
場合、前記第１のフィールドが所定の値にセットされていることに少なくとも基づき、前
記下りリンク制御情報を有効なＳＰＳ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎまたはＳＰＳ　ｒｅｌｅａ
ｓｅとみなす基地局装置。
【請求項１８】
　前記下りリンク制御情報に付加される前記ＣＲＣが前記ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクラ
ンブルされ、かつ、前記下りリンク制御情報に含まれるＮＤＩフィールドが０にセットさ
れている場合、前記第１のフィールドが前記所定の値にセットされていないことに少なく
とも基づき、前記ＣＲＣがマッチしなかったとみなす請求項１７に記載の基地局装置。
【請求項１９】
　前記ｓＰＵＳＣＨは、第１のｓＰＵＳＣＨであり、
　前記受信部は、前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づき送信される第２のｓＰＵＳＣ
Ｈを受信し、
　前記ｓＰＵＳＣＨがマッピングされる第１のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数と前記第２の
ｓＰＵＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマッピングされる第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数
の和は、６および／または７であり、
　前記第２のｓＰＵＳＣＨに関連する前記ＤＭＲＳがマッピングされる前記第２のＳＣ－
ＦＤＭＡシンボルのインデックスは４である請求項１７に記載の基地局装置。
【請求項２０】
　前記第１のｓＰＵＳＣＨがマッピングされる先頭のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを示す第１
の値ｌｓｔａｒｔは、偶数番号のスロットにおいて０、３、および／または、５であり、
　前記第１の値ｌｓｔａｒｔは、奇数番号のスロットにおいて０、２、および／または、
４であり、
　前記第２のｓＰＵＳＣＨがマッピングされる先頭のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを示す第２
の値ｌｓｔａｒｔは、スロット番号に関わらず０である請求項１９に記載の基地局装置。
【請求項２１】
　端末装置に用いられる通信方法であって、
　下りリンク制御情報を含むＰＤＣＣＨを受信するステップと、
　前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づきｓＰＵＳＣＨを送信するステップと、を備え
、
　前記ｓＰＵＳＣＨがマッピングされるシンボルの数と前記ｓＰＵＳＣＨに関連するＤＭ
ＲＳがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数の和は、２および／または３であり
、
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　前記下りリンク制御情報に付加されるＣＲＣがＣ－ＲＮＴＩでスクランブルされている
場合、前記ｓＰＵＳＣＨに関連する前記ＤＭＲＳがマッピングされる前記ＳＣ－ＦＤＭＡ
シンボルのインデックスは、前記下りリンク制御情報に少なくとも基づき与えられ、
　前記下りリンク制御情報に付加される前記ＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブ
ルされている場合、前記ｓＰＵＳＣＨに関連する前記ＤＭＲＳがマップされる前記シンボ
ルのインデックスは上位層の信号に少なくとも基づき与えられる通信方法。
【請求項２２】
　端末装置に用いられる通信方法であって、
　下りリンク制御情報を含むＰＤＣＣＨを受信するステップと、
　前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づきｓＰＵＳＣＨを送信するステップと、を備え
、
　前記ｓＰＵＳＣＨがマッピングされる第１のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数と前記ｓＰＵ
ＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマップされる第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数の和は、２
または３であり、
　前記下りリンク制御情報に付加されるＣＲＣがＣ－ＲＮＴＩでスクランブルされている
場合、前記第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのインデックスは、前記下りリンク制御情報に
少なくとも基づき与えられ、
　前記下りリンク制御情報に付加される前記ＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブ
ルされている場合、前記第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのインデックスは、前記第１のＳ
Ｃ－ＦＤＭＡシンボルのインデックスより小さい通信方法。
【請求項２３】
　端末装置に用いられる通信方法であって、
　下りリンク制御情報を含むＰＤＣＣＨを受信するステップと、
　前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づきｓＰＵＳＣＨを送信するステップと、を備え
、
　前記ｓＰＵＳＣＨがマッピングされる第１のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数と前記ｓＰＵ
ＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマッピングされる第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数の和は
、２または３であり、
　前記第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのインデックスは、前記下りリンク制御情報に含ま
れる第１のフィールドに少なくとも基づき与えられ、
　前記下りリンク制御情報に付加されるＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブルさ
れ、かつ、前記下りリンク制御情報に含まれるＮＤＩフィールドが０にセットされている
場合、前記第１のフィールドが所定の値にセットされていることに少なくとも基づき、前
記下りリンク制御情報を有効なＳＰＳ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎまたはＳＰＳ　ｒｅｌｅａ
ｓｅとみなす通信方法。
【請求項２４】
　基地局装置に用いられる通信方法であって、
　下りリンク制御情報を含むＰＤＣＣＨを送信するステップと、
　前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づき送信されるｓＰＵＳＣＨを受信するステップ
と、を備え、
　前記ｓＰＵＳＣＨがマッピングされるシンボルの数と前記ｓＰＵＳＣＨに関連するＤＭ
ＲＳがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数の和は、２および／または３であり
、
　前記下りリンク制御情報に付加されるＣＲＣがＣ－ＲＮＴＩでスクランブルされている
場合、前記ｓＰＵＳＣＨに関連する前記ＤＭＲＳがマッピングされる前記ＳＣ－ＦＤＭＡ
シンボルのインデックスは、前記下りリンク制御情報に少なくとも基づき与えられ、
　前記下りリンク制御情報に付加される前記ＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブ
ルされている場合、前記ｓＰＵＳＣＨに関連する前記ＤＭＲＳがマップされる前記シンボ
ルのインデックスは上位層の信号に少なくとも基づき与えられる通信方法。
【請求項２５】
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　基地局装置に用いられる通信方法であって、
　下りリンク制御情報を含むＰＤＣＣＨを送信するステップと、
　前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づき送信されるｓＰＵＳＣＨを受信するステップ
と、を備え、
　前記ｓＰＵＳＣＨがマッピングされる第１のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数と前記ｓＰＵ
ＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマップされる第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数の和は、２
または３であり、
　前記下りリンク制御情報に付加されるＣＲＣがＣ－ＲＮＴＩでスクランブルされている
場合、前記第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのインデックスは、前記下りリンク制御情報に
少なくとも基づき与えられ、
　前記下りリンク制御情報に付加される前記ＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブ
ルされている場合、前記第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのインデックスは、前記第１のＳ
Ｃ－ＦＤＭＡシンボルのインデックスより小さい通信方法。
【請求項２６】
　基地局装置に用いられる通信方法であって、
　下りリンク制御情報を含むＰＤＣＣＨを送信するステップと、
　前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づき送信されるｓＰＵＳＣＨを受信するステップ
と、を備え、
　前記ｓＰＵＳＣＨがマッピングされる第１のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数と前記ｓＰＵ
ＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマッピングされる第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数の和は
、２または３であり、
　前記第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのインデックスは、前記下りリンク制御情報に含ま
れる第１のフィールドに少なくとも基づき与えられ、
　前記下りリンク制御情報に付加されるＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブルさ
れ、かつ、前記下りリンク制御情報に含まれるＮＤＩフィールドが０にセットされている
場合、前記第１のフィールドが所定の値にセットされていることに少なくとも基づき、前
記下りリンク制御情報を有効なＳＰＳ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎまたはＳＰＳ　ｒｅｌｅａ
ｓｅとみなす通信方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、端末装置、基地局装置、および、通信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　セルラー移動通信の無線アクセス方式および無線ネットワーク（以下、「Long Term Ev
olution （LTE）」、または、「Evolved Universal Terrestrial Radio Access : EUTRA
」と称する。）が、第三世代パートナーシッププロジェクト（3rd Generation Partnersh
ip Project: 3GPP）において検討されている。ＬＴＥでは、基地局装置をｅＮｏｄｅＢ（
evolved NodeB）、端末装置をＵＥ（User Equipment）とも称する。ＬＴＥは、基地局装
置がカバーするエリアをセル状に複数配置するセルラー通信システムである。単一の基地
局装置は複数のセルを管理してもよい。
【０００３】
　ＬＴＥリリース１３において、ＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨが上りリンク制御情報が伝
送することが仕様化されている（非特許文献１、非特許文献２、非特許文献３、および、
非特許文献４）。非特許文献５において、ＴＴＩ（Transmission Time Interval）の短縮
、および、処理時間の削減について検討されている。非特許文献６において、ｓＰＵＣＣ
Ｈ、および、ｓＰＵＳＣＨがチャネル状態情報およびＨＡＲＱ－ＡＣＫ（Hybrid Automat
ic Repeat reQuest-ACKnowledgement）を伝送することが検討されている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
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【０００４】
【非特許文献１】"3GPP TS 36.211 V13.1.0 (2016-03)", 29th March, 2016.
【非特許文献２】"3GPP TS 36.212 V13.1.0 (2016-03)", 29th March, 2016.
【非特許文献３】"3GPP TS 36.213 V13.1.1 (2016-03)", 31th March, 2016.
【非特許文献４】"3GPP TS 36.300 V13.2.0 (2015-12)", 13th January, 2015.
【非特許文献５】"New SI proposal: Study on Latency reduction techniques for LTE"
, RP-150465, Ericsson, Huawei, 3GPP TSG RAN Meeting #67, Shanghai, China, 9th - 
12th March 2015.
【非特許文献６】" Physical layer aspects for PUSCH for short TTI", R1-163320, Er
icsson, 3GPP TSG RAN WG1 Meeting #84 bis, Busan, 11th - 15th April 2016.
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、効率的に通信を行うことができる端末装置、該端末装置に用いられる通信方
法、効率的に通信を行うことができる基地局装置、および、該基地局装置に用いられる通
信方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　（１）本発明の第１の態様は、端末装置であって、下りリンク制御情報を含むＰＤＣＣ
Ｈを受信する受信部と、前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づきｓＰＵＳＣＨを送信す
る送信部と、を備え、前記ｓＰＵＳＣＨがマッピングされるシンボルの数と前記ｓＰＵＳ
ＣＨに関連するＤＭＲＳがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数の和は、２およ
び／または３であり、前記下りリンク制御情報に付加されるＣＲＣがＣ－ＲＮＴＩでスク
ランブルされている場合、前記ｓＰＵＳＣＨに関連する前記ＤＭＲＳがマッピングされる
前記ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのインデックスは、前記下りリンク制御情報に少なくとも基
づき与えられ、前記下りリンク制御情報に付加される前記ＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩ
でスクランブルされている場合、前記ｓＰＵＳＣＨに関連する前記ＤＭＲＳがマップされ
る前記シンボルのインデックスは上位層の信号に少なくとも基づき与えられる。
【０００７】
　（２）本発明の第２の態様は、端末装置であって、下りリンク制御情報を含むＰＤＣＣ
Ｈを受信する受信部と、前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づきｓＰＵＳＣＨを送信す
る送信部と、を備え、前記ｓＰＵＳＣＨがマッピングされる第１のＳＣ－ＦＤＭＡシンボ
ルの数と前記ｓＰＵＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマップされる第２のＳＣ－ＦＤＭＡシン
ボルの数の和は、２または３であり、前記下りリンク制御情報に付加されるＣＲＣがＣ－
ＲＮＴＩでスクランブルされている場合、前記第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのインデッ
クスは、前記下りリンク制御情報に少なくとも基づき与えられ、前記下りリンク制御情報
に付加される前記ＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブルされている場合、前記第
２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのインデックスは、前記第１のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのイ
ンデックスより小さい。
【０００８】
　（３）本発明の第３の態様は、端末装置であって、下りリンク制御情報を含むＰＤＣＣ
Ｈを受信する受信部と、前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づきｓＰＵＳＣＨを送信す
る送信部と、を備え、前記ｓＰＵＳＣＨがマッピングされる第１のＳＣ－ＦＤＭＡシンボ
ルの数と前記ｓＰＵＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマッピングされる第２のＳＣ－ＦＤＭＡ
シンボルの数の和は、２または３であり、前記第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのインデッ
クスは、前記下りリンク制御情報に含まれる第１のフィールドに少なくとも基づき与えら
れ、前記下りリンク制御情報に付加されるＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブル
され、かつ、前記下りリンク制御情報に含まれるＮＤＩフィールドが０にセットされてい
る場合、前記第１のフィールドが所定の値にセットされていることに少なくとも基づき、
前記下りリンク制御情報を有効なＳＰＳ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎまたはＳＰＳ　ｒｅｌｅ
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ａｓｅとみなす。
【０００９】
　（４）本発明の第４の態様は、基地局装置であって、下りリンク制御情報を含むＰＤＣ
ＣＨを送信する送信部と、前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づき送信されるｓＰＵＳ
ＣＨを受信する受信部と、を備え、前記ｓＰＵＳＣＨがマッピングされるシンボルの数と
前記ｓＰＵＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数の
和は、２および／または３であり、前記下りリンク制御情報に付加されるＣＲＣがＣ－Ｒ
ＮＴＩでスクランブルされている場合、前記ｓＰＵＳＣＨに関連する前記ＤＭＲＳがマッ
ピングされる前記ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのインデックスは、前記下りリンク制御情報に
少なくとも基づき与えられ、前記下りリンク制御情報に付加される前記ＣＲＣがＳＰＳ　
Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブルされている場合、前記ｓＰＵＳＣＨに関連する前記ＤＭＲＳ
がマップされる前記シンボルのインデックスは上位層の信号に少なくとも基づき与えられ
る。
【００１０】
　（５）本発明の第５の態様は、基地局装置であって、下りリンク制御情報を含むＰＤＣ
ＣＨを送信する送信部と、前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づき送信されるｓＰＵＳ
ＣＨを受信する受信部と、を備え、前記ｓＰＵＳＣＨがマッピングされる第１のＳＣ－Ｆ
ＤＭＡシンボルの数と前記ｓＰＵＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマップされる第２のＳＣ－
ＦＤＭＡシンボルの数の和は、２または３であり、前記下りリンク制御情報に付加される
ＣＲＣがＣ－ＲＮＴＩでスクランブルされている場合、前記第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボ
ルのインデックスは、前記下りリンク制御情報に少なくとも基づき与えられ、前記下りリ
ンク制御情報に付加される前記ＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブルされている
場合、前記第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのインデックスは、前記第１のＳＣ－ＦＤＭＡ
シンボルのインデックスより小さい。
【００１１】
　（６）本発明の第６の態様は、基地局装置であって、下りリンク制御情報を含むＰＤＣ
ＣＨを送信する送信部と、前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づき送信されるｓＰＵＳ
ＣＨを受信する受信部と、を備え、前記ｓＰＵＳＣＨがマッピングされる第１のＳＣ－Ｆ
ＤＭＡシンボルの数と前記ｓＰＵＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマッピングされる第２のＳ
Ｃ－ＦＤＭＡシンボルの数の和は、２または３であり、前記第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボ
ルのインデックスは、前記下りリンク制御情報に含まれる第１のフィールドに少なくとも
基づき与えられ、前記下りリンク制御情報に付加されるＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩで
スクランブルされ、かつ、前記下りリンク制御情報に含まれるＮＤＩフィールドが０にセ
ットされている場合、前記第１のフィールドが所定の値にセットされていることに少なく
とも基づき、前記下りリンク制御情報を有効なＳＰＳ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎまたはＳＰ
Ｓ　ｒｅｌｅａｓｅとみなす。
【００１２】
　（７）本発明の第７の態様は、端末装置に用いられる通信方法であって、下りリンク制
御情報を含むＰＤＣＣＨを受信するステップと、前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づ
きｓＰＵＳＣＨを送信するステップと、を備え、前記ｓＰＵＳＣＨがマッピングされるシ
ンボルの数と前記ｓＰＵＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシ
ンボルの数の和は、２および／または３であり、前記下りリンク制御情報に付加されるＣ
ＲＣがＣ－ＲＮＴＩでスクランブルされている場合、前記ｓＰＵＳＣＨに関連する前記Ｄ
ＭＲＳがマッピングされる前記ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのインデックスは、前記下りリン
ク制御情報に少なくとも基づき与えられ、前記下りリンク制御情報に付加される前記ＣＲ
ＣがＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブルされている場合、前記ｓＰＵＳＣＨに関連する
前記ＤＭＲＳがマップされる前記シンボルのインデックスは上位層の信号に少なくとも基
づき与えられる。
【００１３】
　（８）本発明の第８の態様は、端末装置に用いられる通信方法であって、下りリンク制
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御情報を含むＰＤＣＣＨを受信するステップと、前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づ
きｓＰＵＳＣＨを送信するステップと、を備え、前記ｓＰＵＳＣＨがマッピングされる第
１のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数と前記ｓＰＵＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマップされる
第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数の和は、２または３であり、前記下りリンク制御情報
に付加されるＣＲＣがＣ－ＲＮＴＩでスクランブルされている場合、前記第２のＳＣ－Ｆ
ＤＭＡシンボルのインデックスは、前記下りリンク制御情報に少なくとも基づき与えられ
、前記下りリンク制御情報に付加される前記ＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブ
ルされている場合、前記第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのインデックスは、前記第１のＳ
Ｃ－ＦＤＭＡシンボルのインデックスより小さい。
【００１４】
　（９）本発明の第９の態様は、端末装置に用いられる通信方法であって、下りリンク制
御情報を含むＰＤＣＣＨを受信するステップと、前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づ
きｓＰＵＳＣＨを送信するステップと、を備え、前記ｓＰＵＳＣＨがマッピングされる第
１のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数と前記ｓＰＵＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマッピングさ
れる第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数の和は、２または３であり、前記第２のＳＣ－Ｆ
ＤＭＡシンボルのインデックスは、前記下りリンク制御情報に含まれる第１のフィールド
に少なくとも基づき与えられ、前記下りリンク制御情報に付加されるＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ
－ＲＮＴＩでスクランブルされ、かつ、前記下りリンク制御情報に含まれるＮＤＩフィー
ルドが０にセットされている場合、前記第１のフィールドが所定の値にセットされている
ことに少なくとも基づき、前記下りリンク制御情報を有効なＳＰＳ　ａｃｔｉｖａｔｉｏ
ｎまたはＳＰＳ　ｒｅｌｅａｓｅとみなす。
【００１５】
　（１０）本発明の第１０の態様は、基地局装置に用いられる通信方法であって、下りリ
ンク制御情報を含むＰＤＣＣＨを送信するステップと、前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくと
も基づき送信されるｓＰＵＳＣＨを受信するステップと、を備え、前記ｓＰＵＳＣＨがマ
ッピングされるシンボルの数と前記ｓＰＵＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマッピングされる
ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数の和は、２および／または３であり、前記下りリンク制御情
報に付加されるＣＲＣがＣ－ＲＮＴＩでスクランブルされている場合、前記ｓＰＵＳＣＨ
に関連する前記ＤＭＲＳがマッピングされる前記ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのインデックス
は、前記下りリンク制御情報に少なくとも基づき与えられ、前記下りリンク制御情報に付
加される前記ＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブルされている場合、前記ｓＰＵ
ＳＣＨに関連する前記ＤＭＲＳがマップされる前記シンボルのインデックスは上位層の信
号に少なくとも基づき与えられる。
【００１６】
　（１１）本発明の第１１の態様は、基地局装置に用いられる通信方法であって、下りリ
ンク制御情報を含むＰＤＣＣＨを送信するステップと、前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくと
も基づき送信されるｓＰＵＳＣＨを受信するステップと、を備え、前記ｓＰＵＳＣＨがマ
ッピングされる第１のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数と前記ｓＰＵＳＣＨに関連するＤＭＲ
Ｓがマップされる第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数の和は、２または３であり、前記下
りリンク制御情報に付加されるＣＲＣがＣ－ＲＮＴＩでスクランブルされている場合、前
記第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのインデックスは、前記下りリンク制御情報に少なくと
も基づき与えられ、前記下りリンク制御情報に付加される前記ＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ－ＲＮ
ＴＩでスクランブルされている場合、前記第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのインデックス
は、前記第１のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのインデックスより小さい。
【００１７】
　（１２）本発明の第１２の態様は、基地局装置に用いられる通信方法であって、下りリ
ンク制御情報を含むＰＤＣＣＨを送信するステップと、前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくと
も基づき送信されるｓＰＵＳＣＨを受信するステップと、を備え、前記ｓＰＵＳＣＨがマ
ッピングされる第１のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数と前記ｓＰＵＳＣＨに関連するＤＭＲ
Ｓがマッピングされる第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数の和は、２または３であり、前



(11) JP 2019-22081 A 2019.2.7

10

20

30

40

50

記第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのインデックスは、前記下りリンク制御情報に含まれる
第１のフィールドに少なくとも基づき与えられ、前記下りリンク制御情報に付加されるＣ
ＲＣがＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブルされ、かつ、前記下りリンク制御情報に含ま
れるＮＤＩフィールドが０にセットされている場合、前記第１のフィールドが所定の値に
セットされていることに少なくとも基づき、前記下りリンク制御情報を有効なＳＰＳ　ａ
ｃｔｉｖａｔｉｏｎまたはＳＰＳ　ｒｅｌｅａｓｅとみなす。
【発明の効果】
【００１８】
　この発明によれば、端末装置は効率的に通信を行うことができる。また、基地局装置は
効率的に通信を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本実施形態の一態様に係る無線通信システムの概念図である。
【図２】本実施形態の一態様に係る上りリンクスロットのリソースグリッドの概略構成例
を示す図である。
【図３】本実施形態の一態様に係る上りリンク物理チャネルの送信時間間隔（ＴＴＩ：Ｔ
ｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｔｉｍｅ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ）を示す概略図である。
【図４】本実施形態に係るプレコード複素数値変調シンボル１００００６のリソースマッ
ピングの一例を示す図である。
【図５】本実施形態の一態様に係るｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔに関連するＤＭＲＳパター
ン（ｐａｔｔｅｒｎ）およびｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔのためのＴＴＩパターン（ｐａｔ
ｔｅｒｎ）の一例を示す図である。
【図６】本実施形態に係るＰＤＣＣＨとＥＰＤＣＣＨとｓＰＤＣＣＨのマッピングの一例
を示す図である。
【図７】本実施形態の一態様に係るフィールドＺ２の値と、該ＤＭＲＳに適用されるサイ
クリックシフトの値を決定するために用いられる値ｎ（２）

ＤＭＲＳ，λとＯＣＣの値［
ｗ（λ）

（０）　ｗ（λ）
（１）］の関係を示す図である。

【図８】本実施形態の一態様に係る端末装置１がＤＣＩフォーマットを第２のＳＰＳ　ａ
ｃｔｉｖａｔｉｏｎとして有効であると想定した場合の、設定される上りリンクグラント
の一例を示す図である。
【図９】本実施形態の一態様に係る端末装置１の構成を示す概略ブロック図である。
【図１０】本実施形態の一態様に係る基地局装置３の構成を示す概略ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施形態について説明する。
【００２１】
　図１は、本実施形態の一態様に係る無線通信システムの概念図である。図１において、
無線通信システムは、端末装置１Ａ～１Ｃ、および基地局装置３を具備する。以下、端末
装置１Ａ～１Ｃを端末装置１とも呼称する。
【００２２】
　サブフレームは、連続する２つのスロットにより構成されてもよい。サブフレームイン
デックスｉのサブフレームは、スロットインデックス２ｉおよびスロットインデックス２
ｉ＋１のスロットにより構成されてもよい。
【００２３】
　図２は、本実施形態の一態様に係る上りリンクスロットのリソースグリッドの概略構成
例を示す図である。それぞれの上りリンクスロットにおいて送信される信号は、ＮＵＬ

Ｒ

ＢＮＲＢ
ｓｃ個のサブキャリアとＮＵＬ

ｓｙｍｂ個のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルで与えられ
る１または複数のリソースグリッドにより表現される。ＮＵＬ

ＲＢは、リソースブロック
の数として表現される上りリンク帯域の設定を示す。ＮＲＢ

ｓｃは、サブキャリアの数と
して表現される周波数領域のリソースブロックのサイズを示す。ＮＵＬ

ｓｙｍｂは、１つ
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の上りリンクスロットに含まれるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数を示す。以下、ＤＦＴ－ｓ
－ＯＦＤＭシンボルはＯＦＤＭシンボルとも呼称される。ＯＦＤＭシンボルはＤＦＴ－ｓ
－ＯＦＤＭシンボルとも呼称される。
【００２４】
　上りリンクスロットのリソースグリッドは、アンテナポートごとに与えられる。アンテ
ナポートは、所与のアンテナポートにおいて第１のシンボルが送信されるチャネルが該所
与のアンテナポートにおいて第２のシンボルが送信されるチャネルによって推定されるこ
ととして定義される。
【００２５】
　図２に示されるリソースグリッドのエレメント（要素）のそれぞれはリソースエレメン
トと呼称される。リソースエレメントは、サブキャリアインデックスｋ、および、ＳＣ－
ＦＤＭＡシンボルインデックスｌによって表される。
【００２６】
　物理リソースブロックは、時間領域におけるＮＵＬ

ｓｙｍｂ個のＳＣ－ＦＤＭＡシンボ
ルと、周波数領域における連続するＮＲＢ

ｓｃ個のサブキャリアによって与えられる。Ｎ
ＵＬ

ｓｙｍｂはノーマルＣＰが設定される場合において７であってもよい。ＮＵＬ
ｓｙｍ

ｂは拡張ＣＰが設定される場合において６であってもよい。ＮＲＢ
ｓｃは１２であっても

よい。
【００２７】
　端末装置１は、上りリンクにおけるＣＰ長を示すパラメータUL-CyclicPrefixLengthを
基地局装置３から受信する。基地局装置３は、セルに対応する該パラメータUL-CyclicPre
fixLengthを含むシステムインフォメーションを、該セルにおいて報知してもよい。
【００２８】
　端末装置１から基地局装置３への上りリンクの無線通信では、以下の上りリンク物理チ
ャネルの一部または全部が少なくとも用いられてもよい。上りリンク物理チャネルは、上
位層から出力された情報を送信するために少なくとも使用される。
・ＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）
・ｓＰＵＣＣＨ（ｓｈｏｒｔｅｎｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏ
ｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）
・ＰＵＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）
・ｓＰＵＳＣＨ（ｓｈｏｒｔｅｎｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ
　Ｃｈａｎｎｅｌ）
【００２９】
　以下、ＰＵＳＣＨおよびｓＰＵＳＣＨはまとめてＰＵＳＣＨとも呼称される。ＰＵＣＣ
ＨとｓＰＵＣＣＨはまとめてＰＵＣＣＨとも呼称される。ＰＵＳＣＨおよびｓＰＵＳＣＨ
は、まとめて上りリンク共有チャネルとも呼称される。ＰＵＣＣＨおよびｓＰＵＣＣＨは
、まとめて上りリンク制御チャネルとも呼称される。
【００３０】
　図３は、本実施形態の一態様に係る上りリンク物理チャネルの送信時間間隔（ＴＴＩ：
Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｔｉｍｅ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ）を示す概略図である。図３に
おいて、横軸はＳＣ－ＦＤＭＡシンボルインデックスｌを表しており、１つの上りリンク
スロットに含まれるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数ＮＵＬ

ｓｙｍｂは７である。１サブフレ
ームで構成されるＴＴＩは、単にＴＴＩ、または、サブフレームＴＴＩとも呼称される。
上りリンクにおいてＰＵＳＣＨのために空間多重方式が設定される場合、サブフレームＴ
ＴＩにおいて２つのＨＡＲＱプロセスが関連してもよい。上りリンクにおいてＰＵＳＣＨ
のために空間多重方式が設定されない場合、サブフレームＴＴＩにおいて１つのＨＡＲＱ
プロセスが関連してもよい。空間多重方式は、１ＴＴＩにおいて少なくとも２つのトラン
スポートブロックが対応する送信方式であってもよい。
【００３１】
　１スロットで構成されるＴＴＩは、スロットＴＴＩとも呼称される。上りリンクにおい
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てＰＵＳＣＨ＿ｓｌｏｔのために空間多重方式が設定される場合、スロットＴＴＩにおい
て２つのＨＡＲＱプロセスが関連してもよい。上りリンクにおいてＰＵＳＣＨ＿ｓｌｏｔ
のために空間多重方式が設定されない場合、スロットＴＴＩにおいて１つのＨＡＲＱプロ
セスが関連してもよい。
【００３２】
　３ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル、および／または、２ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルで構成される
ＴＴＩは、２シンボルＴＴＩ、または、３シンボルＴＴＩとも呼称される。上りリンクに
おいてｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔのために空間多重方式が設定される場合、スロットＴＴ
Ｉにおいて２つのＨＡＲＱプロセスが関連してもよい。上りリンクにおいてｓＰＵＳＣＨ
＿ｓｈｏｒｔのために空間多重方式が設定されない場合、スロットＴＴＩにおいて１つの
ＨＡＲＱプロセスが関連してもよい。
【００３３】
　スロットＴＴＩ、２シンボルＴＴＩ、３シンボルＴＴＩは、ｓＴＴＩ（ｓｈｏｒｔ　Ｔ
ＴＩ）とも呼称される。
【００３４】
　ＰＵＣＣＨ、および／または、ｓＰＵＣＣＨは、上りリンク制御情報（ＵＣＩ：Ｕｐｌ
ｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）を伝達するために用いられてもよい
。ＰＵＣＣＨ、および／または、ｓＰＵＣＣＨは、上りリンク制御情報を伝達してもよい
。
【００３５】
　上りリンク制御情報は、下りリンクのチャネル状態情報（ＣＳＩ：Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓ
ｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）、ＰＵＳＣＨリソースの要求を示すスケジューリン
グ要求（ＳＲ：Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）、下りリンクデータ（Ｔｒａｎ
ｓｐｏｒｔ　ｂｌｏｃｋ、ＭＡＣ　ＰＤＵ：Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏ
ｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ、ＤＬ－ＳＣＨ：Ｄｏｗｎｌｉｎｋ－Ｓｈａ
ｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫ（Ｈｙｂｒｉｄ　Ａｕｔｏｍａｔｉ
ｃ　Ｒｅｐｅａｔ　ｒｅｑｕｅｓｔ　ＡＣＫｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）の一部または全
部を少なくとも含んでもよい。ＨＡＲＱ－ＡＣＫは、ＡＣＫ（ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍ
ｅｎｔ）またはＮＡＣＫ（Ｎｅｇａｔｉｖｅ－ＡＣＫｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）を示す
。ＨＡＲＱ－ＡＣＫは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、ＨＡＲＱフィードバック、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ
フィードバック、ＨＡＲＱ応答、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ応答、ＨＡＲＱ情報、ＨＡＲＱ－ＡＣ
Ｋ情報、ＨＡＲＱ制御情報、および、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ制御情報とも呼称される。
【００３６】
　ＰＵＳＣＨのベースバンド信号は、以下の手順Ｕ１から手順Ｕ７の観点から少なくとも
定義されてもよい。
（手順Ｕ１）スクランブリング
（手順Ｕ２）複素数値シンボル（ｃｏｍｐｌｅｘ－ｖａｌｕｅｄ　ｓｙｍｂｏｌｓ）を生
成するためのスクランブルビット系列の変調
（手順Ｕ３）１または複数の送信レイヤへの複素数値変調シンボル（ｃｏｍｐｌｅｘ－ｖ
ａｌｕｅｄ　ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ｓｙｍｂｏｌｓ）のマッピング
（手順Ｕ４）複素数値シンボルの送信プレコード（ｔｒａｎｓｆｏｒｍ　ｐｒｅｃｏｄｉ
ｎｇ）
（手順Ｕ５）複素数値シンボルのプレコード（ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ）
（手順Ｕ６）リソースエレメントへの複素数値シンボルのマッピング
（手順Ｕ７）それぞれのアンテナポートのための、時間領域における複素数値ＳＣ－ＦＤ
ＭＡ信号（ｃｏｍｐｌｅｘ－ｖａｌｕｅｄ　ｔｉｍｅ－ｄｏｍａｉｎ　ＳＣ－ＦＤＭＡ　
ｓｉｇｎａｌ）の生成
【００３７】
　手順Ｕ１は、ビット系列１００００１をスクランブル系列に少なくとも基づきスクラン
ブリングすることであってもよい。手順Ｕ１は、それぞれのコードワード（ｃｏｄｅｗｏ
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ｒｄ）のために、ビット系列１００００１をスクランブル系列に少なくとも基づきスクラ
ンブリングすることであってもよい。ビット系列１００００１は、複数のビットからなる
ブロック（ｂｌｏｃｋ　ｏｆ　ｂｉｔｓ）であってもよい。ビット系列１００００１は、
トランスポートブロックの符号化に少なくとも基づき与えられる系列であってもよい。
【００３８】
　ＰＵＳＣＨのベースバンド信号生成において、ビット系列１００００１のビット数はＭ

ｂｉｔであってもよい。Ｍｂｉｔは、１つのサブフレームにおけるＰＵＳＣＨにおいて送
信されるビットの数であってもよい。
【００３９】
　複数のコードブロックの結合後の、１つのトランスポートブロックに対応する符号化ビ
ットの系列は、１つのコードワードとして参照されてもよい。つまり、１つのトランスポ
ートブロックは１つのコードワードに対応してもよい。
【００４０】
　ビット系列１００００１のスクランブリングに用いられるスクランブル系列は、端末装
置１に固有な系列であってもよい。ビット系列１００００１のスクランブリングに用いら
れるスクランブル系列は、ＲＮＴＩ（Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ
　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）の値に少なくとも基づき与えられてもよい。ビット系列１００
００１のスクランブリングに用いられるスクランブル系列は、ＲＮＴＩの値、コードワー
ドのインデックスｑ、および、セルＩＤに少なくとも基づき与えられてもよい。セルＩＤ
は、同期信号に少なくとも基づき与えられるインデックスであってもよい。
【００４１】
　ＲＮＴＩの値は、ＰＤＣＣＨに付加されるＣＲＣ（Ｃｙｃｌｉｃ　Ｒｅｄａｎｄａｎｃ
ｙ　Ｃｈｅｃｋ）系列をスクランブリングする系列に少なくとも基づき与えられてもよい
。ＣＲＣ系列は、ＣＲＣパリティビット、または、ＣＲＣとも呼称される。上位層の信号
により、端末装置１が所定のＲＮＴＩによってスクランブリングされたＣＲＣ系列を伴う
ＰＤＣＣＨの復号が設定された場合、該端末装置１は該ＰＤＣＣＨを復号し、該ＰＤＣＣ
Ｈに対応するＰＵＳＣＨを送信してもよい。該ＰＵＳＣＨのスクランブリングのために用
いられるＲＮＴＩの値は、該所定のＲＮＴＩに少なくとも基づき与えられてもよい。該所
定のＲＮＴＩは、Ｃ－ＲＮＴＩ（Ｃｅｌｌ－ＲＮＴＩ）、Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮ
ＴＩ、ＳＩ－ＲＮＴＩ（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ－ＲＮＴＩ）、Ｐ－ＲＮ
ＴＩ（Ｐａｇｉｎｇ－ＲＮＴＩ）、ＳＰＳ（ｓｅｍｉ　Ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅ
ｄｕｌｉｎｇ）　Ｃ－ＲＮＴＩの一部または全部を少なくとも含んでもよい。
【００４２】
　ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩは、上位層の信号に少なくとも基づき与えられてもよい。上位層
の信号は、ＳＰＳ－Ｃｏｎｆｉｇ情報要素（ＩＥ：　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｅｌｅｍ
ｅｎｔ）を少なくとも含んでもよい。
【００４３】
　ビット系列１００００１をスクランブリングすることに少なくとも基づき、スクランブ
ルビット系列１００００２が与えられてもよい。手順Ｕ１に少なくとも基づき、スクラン
ブルビット系列１００００２が与えられてもよい。
【００４４】
　手順Ｕ２は、スクランブルビット系列１００００２を変調することであってもよい。手
順Ｕ２は、それぞれのコードワードのために、スクランブルビット系列１００００２を変
調することであってもよい。ＰＵＳＣＨは、ＱＰＳＫ（Ｑｕａｄｅｒａｔｕｒｅ　Ｐｈａ
ｓｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｋｅｙｉｎｇ）、１６ＱＡＭ（Ｑｕａｄｅｒａｔｕｒｅ　Ａｍｐｌｉ
ｔｕｄｅ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）、６４ＱＡＭ、および、２５６ＱＡＭの一部または全
部に少なくとも基づき変調されてもよい。
【００４５】
　スクランブルビット系列１００００２を変調することに少なくとも基づき、複素数値変
調シンボル系列１００００３が与えられてもよい。手順Ｕ２に少なくとも基づき、複素数
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値変調シンボル系列１００００３が与えられてもよい。
【００４６】
　手順Ｕ３は、複素数値変調シンボル系列１００００３を１または複数の送信レイヤにマ
ッピングすることであってもよい。手順Ｕ３は、それぞれのコードワードのために、複素
数値変調シンボル系列１００００３を１または複数の送信レイヤにマッピングすることで
あってもよい。送信レイヤの数はＮｖとも呼称される。
【００４７】
　複素数値変調シンボル系列１００００３を１または複数の送信レイヤにマッピングする
ことにより、送信レイヤ数の送信レイヤ複素数値変調シンボル系列１００００４が生成さ
れてもよい。
【００４８】
　手順Ｕ４は、送信レイヤごとに、送信レイヤ複素数値変調シンボル系列１００００４を
ＰＵＳＣＨのサブキャリア数ＭＰＵＳＣＨ

ｓｃで分割することを含んでもよい。送信レイ
ヤごとの送信レイヤ複素数値変調シンボル系列１００００４に含まれる複素数値変調シン
ボル数はＭｌａｙｅｒ

ｓｙｍｂとも呼称される。手順Ｕ４は、送信レイヤごとの送信レイ
ヤ複素数値変調シンボル系列１００００４をＭＰＵＳＣＨ

ｓｃで分割された送信レイヤ複
素数値変調シンボル系列１００００４は、１つのＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに対応してもよ
い。
【００４９】
　ＰＵＳＣＨのサブキャリア数ＭＰＵＳＣＨ

ｓｃは、サブキャリア数で与えられる上りリ
ンク送信の帯域であってもよい。ＰＵＳＣＨのサブキャリア数ＭＰＵＳＣＨ

ｓｃは、該Ｐ
ＵＳＣＨをスケジューリングに用いられるＤＣＩフォーマットに少なくとも基づき与えら
れてもよい。
【００５０】
　手順Ｕ４は、送信レイヤごとに、１つのＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに対応する送信レイヤ
複素数値変調シンボル系列１００００４に送信プレコードを施すことを含んでもよい。１
つのＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに対応する送信レイヤ複素数値変調シンボル系列１００００
４に送信プレコードを施すことにより、送信プレコード複素数値変調シンボル系列１００
００５が与えられてもよい。
【００５１】
　手順Ｕ５は、Ｎｖ個の送信レイヤの送信プレコード複素数値変調シンボル系列１０００
０５に対するプレコードにより、プレコード複素数値変調シンボル系列１００００６が与
えられることであってもよい。
【００５２】
　手順Ｕ６は、プレコード複素数値変調シンボル系列１００００６をリソースエレメント
にマッピングすることであってもよい。手順Ｕ６は、サブフレームにおいてＰＵＳＣＨの
送信のために割り当てられた物理リソースブロックに対応するリソースエレメントにプレ
コード複素数値シンボル系列１００００６をマッピングすることであってもよい。サブフ
レームにおいてＰＵＳＣＨはマッピングされてもよい。ＰＵＳＣＨは、連続する少なくと
も２つのスロットの少なくとも一部にマッピングされてもよい。
【００５３】
　プレコード複素数値変調シンボル系列１００００６がマッピングされるリソースエレメ
ントは、最初のまずサブキャリアインデックスｋに対して昇順に、次いで、ＳＣ－ＦＤＭ
Ａシンボルインデックスｌに対して昇順に与えられる。ここで、プレコード複素数値変調
シンボル系列１００００６がマッピングされるリソースエレメントは、少なくとも参照信
号の送信に用いられないリソースエレメントである。
【００５４】
　プレコード複素数値変調シンボル１００００６のリソースエレメントマッピングにおい
て、該リソースマッピングはＳＣ－ＦＤＭＡシンボルインデックスｌ＝ｌｓｔａｒｔから
昇順に与えられてもよい。また、プレコード複素数値変調シンボル１００００６のリソー
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スエレメントマッピングにおいて、該リソースマッピングはＳＣ－ＦＤＭＡシンボルイン
デックスｌ＝ｌｅｎｄにおいて終了してもよい。ｌｓｔａｒｔは、ＰＵＳＣＨ、ｓＰＵＳ
ＣＨ＿ｓｌｏｔ、および／または、ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔがマッピングされる先頭の
ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを指示する情報であってもよい。ｌｅｎｄは、ＰＵＳＣＨ、ｓＰ
ＵＳＣＨ＿ｓｌｏｔ、および／または、ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔがマッピングされる最
後のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを指示する情報であってもよい。ＰＵＳＣＨ、ｓＰＵＳＣＨ
＿ｓｌｏｔ、および／または、ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔがマッピングされる先頭のＳＣ
－ＦＤＭＡシンボルは、該ＰＵＳＣＨ、該ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｌｏｔ、および／または、該
ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔに関連するＤＭＲＳがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボ
ルであってもよい。ＰＵＳＣＨ、ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｌｏｔ、および／または、ｓＰＵＳＣ
Ｈ＿ｓｈｏｒｔがマッピングされる最後のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルは、該ＰＵＳＣＨ、該
ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｌｏｔ、および／または、該ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔに関連するＤＭ
ＲＳがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルであってもよい。
【００５５】
　図４は、本実施形態に係るプレコード複素数値変調シンボル１００００６のリソースマ
ッピングの一例を示す図である。図４の縦軸はサブキャリアインデックスｋの領域であり
、図４の横軸はＳＣ－ＦＤＭＡシンボルインデックスを示す。また、図４は、１スロット
において割り当てられるＰＵＳＣＨの帯域幅にプレコード複素数値変調シンボル１０００
０６がマッピングされる一例を示している。図４に示されるように、プレコード複素数値
変調シンボル１００００６はまず、サブキャリアインデックスｋに対して昇順にマッピン
グされ、次いで、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルインデックスｌｓｔａｒｔからｌｅｎｄまで、
昇順にマッピングされる。図４において格子線でしめされるリソースエレメントは参照信
号がマッピングされるリソースエレメントであり、プレコード複素数値変調シンボル１０
０００６は参照信号を避けてマッピングされる。
【００５６】
　ＰＵＳＣＨのベースバンド信号生成において、ｌｓｔａｒｔは０を含んでもよい。ＰＵ
ＳＣＨのベースバンド信号生成において、ｌｓｔａｒｔはスロットの先頭のＳＣ－ＦＤＭ
Ａシンボルに対応してもよい。ＰＵＳＣＨのベースバンド信号生成において、ｌｅｎｄは
６を含んでもよい。ＰＵＳＣＨのベースバンド信号生成においてｌｅｎｄは、ｌｓｔａｒ

ｔ＋ＮＵＬ
ｓｙｍｂ－１を含んでもよい。ＰＵＳＣＨのベースバンド信号生成において、

ｌｅｎｄはスロットの最後のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに対応してもよい。
【００５７】
　ｓＰＵＳＣＨのベースバンド信号は、手順Ｕ１から手順Ｕ７の観点から少なくとも定義
されてもよい。ｓＰＵＳＣＨは、ＰＵＳＣＨよりも少ないＯＦＤＭシンボルにより構成さ
れてもよい。ｓＰＵＳＣＨの送信時間間隔（ＴＴＩ：Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｔｉｍ
ｅ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ）は、ＰＵＳＣＨの送信時間間隔より短くてもよい。ＰＵＳＣＨの
送信時間間隔は１ｍｓであってもよい。ｓＰＵＳＣＨは、ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｌｏｔと、ｓ
ＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔの一部または全部を少なくとも含んでもよい。ｓＰＵＳＣＨ＿ｓ
ｌｏｔは、１つのスロットにマッピングされるｓＰＵＳＣＨであってもよい。ｓＰＵＳＣ
Ｈ＿ｓｌｏｔは、少なくとも７ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル、および／または、６ＳＣ－ＦＤ
ＭＡシンボル、および／または、５ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにマッピングされるｓＰＵＳ
ＣＨであってもよい。ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｌｏｔの送信時間間隔は０．５ｍｓであってもよ
い。ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔは、少なくとも３ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル、および／また
は、２ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル、および／または、１ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにマッピン
グされるｓＰＵＳＣＨであってもよい。ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔの送信時間間隔は、１
ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル、および／または、２ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル、および／または
、３ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの時間に対応してもよい。
【００５８】
　ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｌｏｔのベースバンド信号生成において、ビット系列１００００１の
ビット数Ｍｂｉｔは、１つのスロットにおけるｓＰＵＳＣＨ＿ｓｌｏｔにおいて送信され
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るビットの数であってもよい。
【００５９】
　ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｌｏｔのベースバンド信号生成において、ｌｓｔａｒｔは０を含んで
もよい。ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｌｏｔのベースバンド信号生成において、ｌｓｔａｒｔはスロ
ットの先頭のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに対応してもよい。ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｌｏｔのベー
スバンド信号生成において、ｌｅｎｄは６を含んでもよい。ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｌｏｔのベ
ースバンド信号生成において、ｌｅｎｄはｌｓｔａｒｔ＋ＮＵＬ

ｓｙｍｂ－１を含んでも
よい。ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｌｏｔのベースバンド信号生成において、ｌｅｎｄはスロットの
最後のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに対応してもよい。
【００６０】
　ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔのベースバンド信号生成において、ビット系列１００００１
のビット数Ｍｂｉｔは、１、および／または、２、および／または、３ＳＣ－ＦＤＭＡシ
ンボルにおけるｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔにおいて送信されるビットの数であってもよい
。
【００６１】
　第１のスロットのグループのｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔのベースバンド信号生成におい
て、ｌｓｔａｒｔは０、および／または、３、および／または、５を含んでもよい。第１
のスロットのグループは、偶数番号のスロットインデックスに対応するスロットを含むグ
ループであってもよい。第１のスロットのグループは、サブフレームインデックスｉに対
してスロットインデックス２ｉに対応するスロットを含むグループであってもよい。第１
のスロットのグループのｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔのベースバンド信号生成において、ｌ

ｓｔａｒｔはスロットの先頭のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに対応する値を少なくとも含んで
もよい。第１のスロットのグループのｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔのベースバンド信号生成
において、ｌｅｎｄは２、および／または、４、および／または、６を含んでもよい。第
１のスロットのグループのｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔのベースバンド信号生成において、
ｌｅｎｄはスロットの最後のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに対応する値を少なくとも含んでも
よい。
【００６２】
　第２のスロットのグループのｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔのベースバンド信号生成におい
て、ｌｓｔａｒｔは０、および／または、２、および／または、４を含んでもよい。第２
のスロットのグループは、奇数番号のスロットインデックスに対応するスロットを含むグ
ループであってもよい。第２のスロットのグループは、サブフレームインデックスｉに対
してスロットインデックス２ｉ＋１に対応するスロットを含むグループであってもよい。
第２のスロットのグループのｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔのベースバンド信号生成において
、ｌｓｔａｒｔはスロットの先頭のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに対応する値を少なくとも含
んでもよい。第２のスロットのグループのｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔのベースバンド信号
生成において、ｌｅｎｄは１、および／または、３、および／または、５を含んでもよい
。第２のスロットのグループのｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔのベースバンド信号生成におい
て、ｌｅｎｄはスロットの最後のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに対応する値を少なくとも含ん
でもよい。
【００６３】
　つまり、ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔのベースバンド信号生成において、ｌｓｔａｒｔ、
および／または、ｌｅｎｄに含まれる値のセットは、該ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔが第１
のスロットのグループにマッピングされるか第２のスロットのグループにマッピングされ
るかに少なくとも基づき与えられてもよい。また、ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔのベースバ
ンド信号生成において、ｌｓｔａｒｔ、および／または、ｌｅｎｄに含まれる値は、該ｓ
ＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔが第１のスロットのグループにマッピングされるか第２のスロッ
トのグループにマッピングされるかに少なくとも基づき与えられてもよい。
【００６４】
　本実施形態において、以下の２つのタイプの上りリンク参照信号が用いられる。
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・ＤＭＲＳ（Ｄｅｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）
・ＳＲＳ（Ｓｏｕｎｄｉｎｇ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）
【００６５】
　ＤＭＲＳは、ＰＵＳＣＨ、ｓＰＵＳＣＨ、ＰＵＣＣＨ、または、ｓＰＵＣＣＨの送信に
関連する。ＤＭＲＳは、ＰＵＳＣＨ、ｓＰＵＳＣＨ、ＰＵＣＣＨ、または、ｓＰＵＣＣＨ
と時間多重される。基地局装置３は、ＰＵＳＣＨ、ｓＰＵＳＣＨ、ＰＵＣＣＨ、または、
ｓＰＵＣＣＨの伝搬路補正を行なうためにＤＭＲＳを使用する。以下、ＰＵＳＣＨとＤＭ
ＲＳを共に送信することは、単にＰＵＳＣＨを送信するとも呼称される。以下、ＰＵＣＣ
ＨとＤＭＲＳを共に送信することは、単にＰＵＣＣＨを送信するとも呼称される。以下、
ｓＰＵＳＣＨとＤＭＲＳを共に送信することは、単にｓＰＵＳＣＨを送信するとも呼称さ
れる。以下、ｓＰＵＣＣＨとＤＭＲＳを共に送信することは、単にｓＰＵＣＣＨを送信す
るとも呼称される。
【００６６】
　ＳＲＳは、ＰＵＳＣＨ、ｓＰＵＳＣＨ、ＰＵＣＣＨ、または、ｓＰＵＣＣＨの送信に関
連しない。基地局装置３は、チャネル状態の測定のためにＳＲＳを用いてもよい。ＳＲＳ
は、上りリンクサブフレームにおけるサブフレームの最後のＳＣ－ＦＤＭＡシンボル、ま
たは、ＵｐＰＴＳにおけるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにおいて送信される。
【００６７】
　ＰＵＳＣＨに関連するＤＭＲＳのためにＩＦＤＭＡ（Ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅｄ　Ｆｒｅ
ｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）が設定され、かつ
、直近のＤＣＩがＣｙｃｌｉｃ　Ｓｈｉｆｔ　Ｆｉｅｌｄ　ｍａｐｐｉｎｇ　ｔａｂｌｅ
　ｆｏｒ　ＤＭＲＳ　ｂｉｔフィールドを含む場合、ＰＵＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマ
ッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルインデックスｌは、ノーマルＣＰが設定される場
合にｌ＝３であり、拡張ＣＰが設定される場合にｌ＝２である。ＰＵＳＣＨに関連するＤ
ＭＲＳのためにＩＦＤＭＡ（Ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅｄ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓ
ｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）が設定され、かつ、直近のＤＣＩに含まれる
Ｃｙｃｌｉｃ　Ｓｈｉｆｔ　Ｆｉｅｌｄ　ｍａｐｐｉｎｇ　ｔａｂｌｅ　ｆｏｒ　ＤＭＲ
Ｓ　ｂｉｔフィールドが所定のテーブルを参照するようにセットされる場合、ＰＵＳＣＨ
に関連するＤＭＲＳは、サブキャリアインデックスｋがｍｏｄ（ｋ、２）＝ｗを満たす範
囲で昇順にマッピングされ、次いで、スロット番号に対して昇順にマッピングされる。ｗ
は、該直近のＤＣＩに含まれるｃｙｃｌｉｃ　ｓｈｉｆｔフィールドに少なくとも基づき
与えられる。ｍｏｄ（ａ、ｂ）は、ａをｂで割った余りである。Ｃｙｃｌｉｃ　Ｓｈｉｆ
ｔ　Ｆｉｅｌｄ　ｍａｐｐｉｎｇ　ｔａｂｌｅ　ｆｏｒ　ＤＭＲＳ　ｂｉｔフィールドは
ｃｙｃｌｉｃ　ｓｈｉｆｔフィールドであってもよい。
【００６８】
　Ｃｙｃｌｉｃ　Ｓｈｉｆｔ　Ｆｉｅｌｄ　ｍａｐｐｉｎｇ　ｔａｂｌｅ　ｆｏｒ　ＤＭ
ＲＳ　ｂｉｔフィールドは、Ｃｙｃｌｉｃ　ｓｈｉｆｔの値を決定するために少なくとも
用いられるテーブルのうち、どのテーブルが用いられるかを決定するために用いられる。
Ｃｙｃｌｉｃ　Ｓｈｉｆｔ　Ｆｉｅｌｄ　ｍａｐｐｉｎｇ　ｔａｂｌｅ　ｆｏｒ　ＤＭＲ
Ｓ　ｂｉｔフィールドは、ｃｙｃｌｉｃ　ｓｈｉｆｔフィールドが参照するテーブルを特
定するために少なくとも用いられる。Ｃｙｃｌｉｃ　Ｓｈｉｆｔ　Ｆｉｅｌｄ　ｍａｐｐ
ｉｎｇ　ｔａｂｌｅ　ｆｏｒ　ＤＭＲＳ　ｂｉｔフィールドを少なくとも含むＤＣＩフォ
ーマットに付加されるＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブリングされている場合
、該Ｃｙｃｌｉｃ　Ｓｈｉｆｔ　Ｆｉｅｌｄ　ｍａｐｐｉｎｇ　ｔａｂｌｅ　ｆｏｒ　Ｄ
ＭＲＳ　ｂｉｔフィールドは０にセットされる。
【００６９】
　ＰＵＳＣＨに関連するＤＭＲＳのためにＩＦＤＭＡ（Ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅｄ　Ｆｒｅ
ｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）が設定されない、
または、直近のＤＣＩがＣｙｃｌｉｃ　Ｓｈｉｆｔ　Ｆｉｅｌｄ　ｍａｐｐｉｎｇ　ｔａ
ｂｌｅ　ｆｏｒ　ＤＭＲＳ　ｂｉｔフィールドを含まない場合、該ＰＵＳＣＨに関連する
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ＤＭＲＳがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルインデックスｌは、ノーマルＣＰが
設定される場合にｌ＝３であり、拡張ＣＰが設定される場合にｌ＝２である。ＰＵＳＣＨ
に関連するＤＭＲＳのためにＩＦＤＭＡ（Ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅｄ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ
　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）が設定されない、または、直近
のＤＣＩがＣｙｃｌｉｃ　Ｓｈｉｆｔ　Ｆｉｅｌｄ　ｍａｐｐｉｎｇ　ｔａｂｌｅ　ｆｏ
ｒ　ＤＭＲＳ　ｂｉｔフィールドを含まない場合、ＰＵＳＣＨに関連するＤＭＲＳは、サ
ブキャリアインデックスｋに対して昇順にマッピングされ、次いで、スロット番号に対し
て昇順にマッピングされる。ｓＰＵＳＣＨに関連するＤＭＲＳは、１つのサブフレームに
マッピングされてもよい。ｓＰＵＳＣＨに関連するＤＭＲＳは、２つのスロットにマッピ
ングされてもよい。
【００７０】
　ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｌｏｔに関連するＤＭＲＳがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボ
ルインデックスｌは、ｌ＝３であってもよい。ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｌｏｔに関連するＤＭＲ
Ｓは、サブキャリアインデックスｋに対して昇順にマッピングされてもよい。ｓＰＵＳＣ
Ｈ＿ｓｌｏｔに関連するＤＭＲＳは、１つのスロットにマッピングされてもよい。
【００７１】
　ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔに関連するＤＭＲＳがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシン
ボルインデックスｌは、ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔをスケジューリングするＤＣＩに少な
くとも基づき与えられてもよい。ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔに関連するＤＭＲＳは、サブ
キャリアインデックスｋに対して昇順にマッピングされてもよい。ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｌｏ
ｔに関連するＤＭＲＳは、１つのスロットにマッピングされてもよい。
【００７２】
　ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔに関連するＤＭＲＳがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシン
ボルインデックスｌは、ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔをスケジューリングするＤＣＩに含ま
れるＤＭＲＳ配置指示情報に少なくとも基づき与えられてもよい。ＤＭＲＳ配置指示情報
は、少なくともＤＣＩに含まれ、ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔに関連するＤＭＲＳがマッピ
ングされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルインデックスｌを指示する情報であってもよい。ＤＭ
ＲＳ配置指示情報は、ＤＣＩのその他のフィールドにより暗示的に含まれてもよい。ＤＭ
ＲＳ配置指示情報は、ＤＣＩのその他のフィールドと結合されたフィールドに含まれても
よい。
【００７３】
　ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔに関連するＤＭＲＳがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシン
ボルインデックスｌは、ＤＣＩに少なくとも基づき与えられてもよい。
【００７４】
　図５は、本実施形態の一態様に係るｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔに関連するＤＭＲＳパタ
ーン（ｐａｔｔｅｒｎ）およびｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔのためのＴＴＩパターン（ｐａ
ｔｔｅｒｎ）の一例を示す図である。以下、ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔに関連するＤＭＲ
Ｓのパターンは、ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔに関連するＤＭＲＳがマッピングされるＳＣ
－ＦＤＭＡシンボルインデックスｌを含んでもよい。図５（ａ）は、ｓＴＴＩインデック
ス（ｓＴＴＩ＃０～ｓＴＴＩ＃５）ごとのＤＭＲＳとデータ（ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔ
）がマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのパターンを示している。図５（ａ）にお
いて、ＲはＤＭＲＳがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを表し、ＤはｓＰＵＳＣ
Ｈ＿ｓｈｏｒｔがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを表す。例えば、ｓＴＴＩ＃
０のパターンＡは、先頭のＳＣ－ＦＤＭＡシンボル（ｌ＝０）にＤＭＲＳがマッピングさ
れ、それ以外のＳＣ－ＦＤＭＡシンボル（ｌ＝１，２）にｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔがマ
ッピングされることを示している。また、“｜”は、ｓＴＴＩの境界（ｂｏｕｎｄａｒｙ
）を示す。例えば、ｓＴＴＩ＃１のパターンＤは、ｓＴＴＩ＃１の先頭と次のＳＣ－ＦＤ
ＭＡシンボル（ｌ＝３、４）にｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔがマッピングされることを示し
、ｓＴＴＩ＃２の先頭のＳＣ－ＦＤＭＡシンボル（ｌ＝５）にＤＭＲＳがマッピングされ
ることを示す。つまり、ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔに関連するＤＭＲＳは、ｓＰＵＳＣＨ
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＿ｓｈｏｒｔが含まれるｓＴＴＩに含まれるとは限らない。
【００７５】
　ＤＭＲＳ配置指示情報は、図５（ａ）のパターンＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄのいずれかを示す情報
を含んでもよい。ＤＭＲＳ配置指示情報は、ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔに関連するＤＭＲ
Ｓ、および／または、ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシン
ボルのパターンを示す情報を含んでもよい。ＤＭＲＳ配置指示情報により示されるＤＭＲ
ＳとｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのパターンは
、ｓＴＴＩのインデックスに少なくとも基づき与えられてもよい。
【００７６】
　ＤＭＲＳ配置指示情報は、少なくとも２ビットを含んで構成され、各ビット値はそれぞ
れのＤＭＲＳパターンを指示してもよい。例えば、ＤＭＲＳ配置指示情報が‘００’であ
る場合、ＤＭＲＳ、および／または、ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔがマッピングされるＳＣ
－ＦＤＭＡシンボルのパターンがパターンＡであることを指示してもよい。また、ＤＭＲ
Ｓ配置指示情報が‘０１’である場合、ＤＭＲＳ、および／または、ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈ
ｏｒｔがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのパターンがパターンＢであることを
指示してもよい。また、ＤＭＲＳ配置指示情報が‘１０’である場合、ＤＭＲＳ、および
／または、ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのパタ
ーンがパターンＣであることを指示してもよい。また、ＤＭＲＳ配置指示情報が‘１１’
である場合、ＤＭＲＳ、および／または、ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔがマッピングされる
ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのパターンがパターンＤであることを指示してもよい。
【００７７】
　例えば、図５に示されるｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔに関連するＤＭＲＳのパターンにお
いて、ｓＴＴＩ＃０のｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔをスケジューリングするＤＣＩに含まれ
るＤＭＲＳ配置指示情報が‘１０’、または、‘１１’を示す場合、ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈ
ｏｒｔに関連するＤＭＲＳのパターンが存在しない問題が発生する。そのため、ｓＴＴＩ
＃０のｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔをスケジューリングするＤＣＩに含まれるＤＭＲＳ配置
指示情報の‘１０’および‘１１’はリザーブ（予約）されてもよい。または、ｓＴＴＩ
＃０のｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔをスケジューリングするＤＣＩに含まれるＤＭＲＳ配置
指示情報の‘１０’および‘１１’は、剰余演算により、それぞれ‘００’および‘０１
’に読み替えられてもよい。
【００７８】
　ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔに関連するＤＭＲＳのパターンは、値Ｐｋ＝ｍｏｄ（ＰＤＣ

Ｉ、Ｎｐ）に少なくとも基づき与えられてもよい。ここで、ＰＤＣＩは、ＤＣＩにより示
されるＤＭＲＳ配置情報の値に関連してもよい。ＰＤＣＩは、ＤＣＩにより示されるＤＭ
ＲＳ配置情報の値の１０進数値であってもよい。Ｎｐは、所定のｓＴＴＩインデックスに
おけるＤＭＲＳパターンの候補数であってもよい。図５に示される一例において、Ｎｐは
、ｓＴＴＩ＃０において２であってもよく、ｓＴＴＩ＃１において４であってもよく、ｓ
ＴＴＩ＃２において２であってもよく、ｓＴＴＩ＃３において３であってもよく、ｓＴＴ
Ｉ＃４において４であってもよく、ｓＴＴＩ＃５において１であってもよい。ＮｐはｓＴ
ＴＩインデックスに少なくとも基づき与えられてもよい。ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔに関
連するＤＭＲＳのパターンは、値Ｐｋの２進数値に少なくとも基づき与えられてもよい。
【００７９】
　ｓＰＵＳＣＨのベースバンド信号生成におけるｌｓｔａｒｔ、および／または、ｌｅｎ

ｄは、ｓＴＴＩのインデックスに少なくとも基づき与えられてもよい。ｓＰＵＳＣＨのベ
ースバンド信号生成におけるｌｓｔａｒｔ、および／または、ｌｅｎｄは、ｓＴＴＩのイ
ンデックスと関連してもよい。例えば、ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔのベースバンド信号生
成におけるｌｓｔａｒｔ、および／または、ｌｅｎｄは、ｓＴＴＩ＃０においてｌｓｔａ

ｒｔ＝０、ｌｅｎｄ＝２であってもよい。また、ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔのベースバン
ド信号生成におけるｌｓｔａｒｔ、および／または、ｌｅｎｄは、ｓＴＴＩ＃１において
ｌｓｔａｒｔ＝３、ｌｅｎｄ＝４であってもよい。また、ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔのベ
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ースバンド信号生成におけるｌｓｔａｒｔ、および／または、ｌｅｎｄは、ｓＴＴＩ＃２
においてｌｓｔａｒｔ＝５、ｌｅｎｄ＝６であってもよい。また、ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏ
ｒｔのベースバンド信号生成におけるｌｓｔａｒｔ、および／または、ｌｅｎｄは、ｓＴ
ＴＩ＃３においてｌｓｔａｒｔ＝０、ｌｅｎｄ＝１であってもよい。また、ｓＰＵＳＣＨ
＿ｓｈｏｒｔのベースバンド信号生成におけるｌｓｔａｒｔ、および／または、ｌｅｎｄ

は、ｓＴＴＩ＃４においてｌｓｔａｒｔ＝２、ｌｅｎｄ＝３であってもよい。また、ｓＰ
ＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔのベースバンド信号生成におけるｌｓｔａｒｔ、および／または、
ｌｅｎｄは、ｓＴＴＩ＃５においてｌｓｔａｒｔ＝４、ｌｅｎｄ＝６であってもよい。
【００８０】
　ＰＵＳＣＨを構成するＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数は、２×（ｌｅｎｄ－ｌｓｔａｒｔ

）に少なくとも基づき与えられてもよい。ＰＵＳＣＨを構成するＳＣ－ＦＤＭＡシンボル
の数は、該ＰＵＳＣＨに関連する上りリンク参照信号がマップされるＳＣ－ＦＤＭＡシン
ボルを含んだ値であってもよい。ＰＵＳＣＨを構成するＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数は、
上りリンク参照信号（ＤＭＲＳおよびＳＲＳ）がマップされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを
含んだ値であってもよい。ＰＵＳＣＨを構成するＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数は１４、１
３、１２またはそれ以外の値であってもよい。ＰＵＳＣＨを構成するＳＣ－ＦＤＭＡシン
ボルの数は、ＮＵＬ

ｓｙｍｂより大きい値であってもよい。
【００８１】
　ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｌｏｔを構成するＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数は、ｌｅｎｄ－ｌｓｔ

ａｒｔに少なくとも基づき与えられてもよい。ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｌｏｔを構成するＳＣ－
ＦＤＭＡシンボルの数は、該ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｌｏｔに関連する上りリンク参照信号がマ
ップされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを含んだ値であってもよい。ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｌｏｔ
を構成するＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数は、上りリンク参照信号（ＤＭＲＳおよびＳＲＳ
）がマップされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを含んだ値であってもよい。ｓＰＵＳＣＨ＿ｓ
ｌｏｔを構成するＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数は、４、５、６、および、７の一部または
全部を含んでもよい。
【００８２】
　ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔを構成するＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数は、ｌｅｎｄ－ｌｓ

ｔａｒｔに少なくとも基づき与えられてもよい。ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔを構成するＳ
Ｃ－ＦＤＭＡシンボルの数は、該ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔに関連する上りリンク参照信
号がマップされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを含んだ値であってもよい。ｓＰＵＳＣＨ＿ｓ
ｈｏｒｔを構成するＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数は、上りリンク参照信号（ＤＭＲＳおよ
びＳＲＳ）がマップされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを含んだ値であってもよい。ｓＰＵＳ
ＣＨ＿ｓｈｏｒｔを構成するＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数は、１、２、および、３の一部
または全部を含んでもよい。
【００８３】
　下りリンクスロットの構成、下りリンクスロットのリソースグリッド、および、下りリ
ンクサブフレームの構成は、上りリンクと同様であるため、説明は省略される。
【００８４】
　基地局装置３から端末装置１への下りリンクの無線通信では、以下の下りリンク物理チ
ャネルが用いられる。下りリンク物理チャネルは、上位層から出力された情報を送信する
ために使用される。
・ＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ
）
・ＥＰＤＣＣＨ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒ
ｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）
・ｓＰＤＣＣＨ（ｓｈｏｒｔｅｎｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔ
ｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）
・ＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）
・ｓＰＤＳＣＨ（ｓｈｏｒｔｅｎｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒ



(22) JP 2019-22081 A 2019.2.7

10

20

30

40

50

ｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）
【００８５】
　以下、ＰＤＳＣＨおよびｓＰＤＳＣＨはまとめて下りリンク共有チャネルとも呼称され
る。ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨ、および、ｓＰＤＣＣＨはまとめて下りリンク制御チャネ
ルとも呼称される。
【００８６】
　ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨ、および、ｓＰＤＣＣＨは、下りリンク制御情報（ＤＣＩ：
Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）を送信するために少なく
とも用いられる。
【００８７】
　図６は、本実施形態に係るＰＤＣＣＨとＥＰＤＣＣＨとｓＰＤＣＣＨのマッピングの一
例を示す図である。ＮＤＬ

ｓｙｍｂは、下りリンクスロットに含まれるＯＦＤＭシンボル
の数である。下りリンクにおいて、ｌはＯＦＤＭシンボルインデックスを示す。図６にお
いて、ＰＤＣＣＨは、サブフレームの先頭のＮＰＤＣＣＨＯＦＤＭシンボルにマッピング
される。ここで、ＮＰＤＣＣＨは１から４の値のいずれかであり、ＰＣＦＩＣＨによって
送信される系列により指示される。
【００８８】
　ＰＣＦＩＣＨは、サブフレームにおいて送信される１または複数のＰＤＣＣＨの送信の
ために用いられるＯＦＤＭシンボルの数に関連する情報を送信するチャネルである。
【００８９】
　ＥＰＤＣＣＨのベースバンド信号は、ＰＣＦＩＣＨ、または、上位層の信号により与え
られるｌｓｔａｒｔに基づき与えられる。少なくともフレーム構成１において、ＥＰＤＣ
ＣＨはサブフレームにわたってマッピングされる。
【００９０】
　ｓＰＤＣＣＨは、ｓＴＴＩごとにマッピングされてもよい。一方で、ｓＰＤＣＣＨは、
サブフレームの先頭のｓＰＤＣＣＨにマッピングされなくてもよい。
【００９１】
　下りリンク制御情報は、下りリンク、および／または、上りリンクのスケジューリング
情報を含む。下りリンク制御情報は、所定のフォーマット（ＤＣＩフォーマット）にマッ
ピングされ、送信される。所定のＤＣＩフォーマットは、少なくともＤＣＩフォーマット
０を含む。ＤＣＩフォーマット０は、ＰＵＳＣＨのスケジューリングのために少なくとも
用いられてもよい。
【００９２】
　ＤＣＩフォーマット０は、上りリンクのスケジューリング情報を少なくとも送信するた
めに用いられる。ＤＣＩフォーマット０は、以下のフィールドＺ１からフィールドＺ４の
一部または全部を少なくとも含んでもよい。
（フィールドＺ１）ＴＰＣ　ｃｏｍｍａｎｄ　ｆｏｒ　ｓｃｈｅｄｕｌｅｄ　ＰＵＳＣＨ
（フィールドＺ２）Ｃｙｃｌｉｃ　ｓｈｉｆｔ　ｆｏｒ　ＤＭＲＳ　ａｎｄ　ＯＣＣ　ｉ
ｎｄｅｘ
（フィールドＺ３）Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ａｎｄ　ｃｏｄｉｎｇ　ｓｃｈｅｍｅ　ａｎ
ｄ　ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　ｖｅｒｓｉｏｎ
（フィールドＺ４）Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｂｌｏｃｋ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　ａｎｄ　ｈ
ｏｐｐｉｎｇ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ
【００９３】
　フィールドＺ１は、ＰＵＳＣＨのための送信電力の補正値として用いられるフィールド
である。
【００９４】
　フィールドＺ２は、ＰＵＳＣＨに関連するＤＭＲＳに適用されるサイクリックシフトの
値を決定するために少なくとも用いられる。フィールドＺ２は、ｃｙｃｌｉｃ　ｓｈｉｆ
ｔフィールド（ｆｉｅｌｄ）とも呼称される。図７は、本実施形態の一態様に係るフィー
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ルドＺ２の値と、該ＤＭＲＳに適用されるサイクリックシフトの値を決定するために用い
られる値ｎ（２）

ＤＭＲＳ，λとＯＣＣの値［ｗ（λ）
（０）　ｗ（λ）

（１）］の関係
を示す図である。図７において、フィールドＺ２は３ビットで構成され、例えばフィール
ドＺ２のビットが０００を示す場合、図７の最初の行の値がそれぞれ用いられる。ここで
、λは、送信レイヤのインデックスを示す値である。
【００９５】
　フィールドＺ３は、ＰＵＳＣＨの変調方式と符号化率の設定、および／または、リダン
ダンシーバージョンの設定の一方または両方に少なくとも用いられるフィールドである。
【００９６】
　フィールドＺ４は、周波数領域におけるＰＵＳＣＨのリソース割り当てのために少なく
とも用いられる値である。該ＰＵＳＣＨのリソース割り当ての単位は、１または複数の物
理リソースブロックであってもよい。該ＰＵＳＣＨのリソース割り当ての単位は、オペレ
ーションバンドに少なくとも基づき与えられてもよい。フィールドＺ４は、Ｒｅｓｏｕｒ
ｃｅ　ｂｌｏｃｋ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔフィールドとも呼称される。
【００９７】
　所定のＤＣＩフォーマットは、ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｌｏｔ、および／または、ｓＰＵＳＣ
Ｈ＿ｓｈｏｒｔのスケジューリングに少なくとも用いられるＤＣＩフォーマット０ｓを少
なくとも含んでもよい。
【００９８】
　ＤＣＩフォーマット０ｓは、フィールドＺ１からフィールドＺ４の一部または全部を少
なくとも含んでもよい。また、ＤＣＩフォーマット０ｓは、以下のフィールドＺ５からＺ
８の一部または全部を少なくとも含んでもよい。
（フィールドＺ５）ＨＡＲＱ　ｐｒｏｃｅｓｓ　ｎｕｍｂｅｒ
（フィールドＺ６）Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ａｎｄ　ｃｏｄｉｎｇ　ｓｃｈｅｍｅ
（フィールドＺ７）Ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　ｖｅｒｓｉｏｎ
（フィールドＺ８）ＤＭＲＳ配置指示情報フィールド
【００９９】
　フィールドＺ５は、ｓＰＵＳＣＨのＨＡＲＱプロセス番号を指示するために少なくとも
用いられるフィールドであってもよい。
【０１００】
　フィールドＺ６は、ＰＵＳＣＨの変調方式と符号化率の設定に少なくとも用いられるフ
ィールドであってもよい。
【０１０１】
　フィールドＺ７は、リダンダンシーバージョンを指示するために少なくとも用いられる
フィールドであってもよい。
【０１０２】
　フィールドＺ８は、ＤＭＲＳ配置指示情報を含むフィールドであってもよい。フィール
ドＺ８によりＤＭＲＳとｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔのマッピングが指示されてもよい。
【０１０３】
　端末装置１に対して、Ｃ－ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣ（Ｃｙｃｌｉｃ
　Ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　Ｃｈｅｃｋ）を伴うＰＤＣＣＨ、および／または、ＥＰＤＣＣ
Ｈを復号するよう上位層により設定された場合、該端末装置１は少なくともＤＣＩフォー
マット０を復号し、かつ、ＰＵＳＣＨ送信のＨＡＲＱプロセス番号に対応するトランスポ
ートブロックが生成されることに少なくとも基づき、ＤＣＩフォーマット０に対応する該
ＰＵＳＣＨを送信する。該ＰＵＳＣＨのスクランブリングの初期化はＣ－ＲＮＴＩによっ
て与えられる。
【０１０４】
　端末装置１に対して、Ｃ－ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣを伴うＰＤＣＣ
Ｈ、および／または、ＥＰＤＣＣＨを復号するよう上位層により設定された場合、該端末
装置１は少なくともＤＣＩフォーマット０ｓを復号し、かつ、ｓＰＵＳＣＨ送信のＨＡＲ
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Ｑプロセス番号に対応するトランスポートブロックが生成されれば、ＤＣＩフォーマット
０ｓに対応する該ｓＰＵＳＣＨを送信してもよい。該ｓＰＵＳＣＨのスクランブリングの
初期化はＣ－ＲＮＴＩによって与えられてもよい。
【０１０５】
　端末装置１に対して、Ｃ－ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣを伴うｓＰＤＣ
ＣＨを復号するよう上位層により設定された場合、該端末装置１は少なくともＤＣＩフォ
ーマット０ｓを復号し、かつ、ｓＰＵＳＣＨ送信のＨＡＲＱプロセス番号に対応するトラ
ンスポートブロックが生成されれば、ＤＣＩフォーマット０ｓに対応する該ｓＰＵＳＣＨ
を送信してもよい。該ｓＰＵＳＣＨのスクランブリングの初期化はＣ－ＲＮＴＩによって
与えられてもよい。
【０１０６】
　端末装置１は、該端末装置１に向けたＤＣＩフォーマット０を伴うＰＤＣＣＨ、および
／または、ＥＰＤＣＣＨがサブフレームｎで検出される、かつ、ＰＵＳＣＨ送信のＨＡＲ
Ｑプロセス番号に対応するトランスポートブロックが生成されることに少なくとも基づき
、サブフレームｎ＋ｋ１において該ＰＵＳＣＨの送信を実施する。ｋ１は、短縮処理機能
が該端末装置１に設定され、かつ、所定の条件を満たす場合に３であり、それ以外の場合
に４であってもよい。短縮処理機能は、ＰＤＳＣＨが受信されてからＨＡＲＱ－ＡＣＫを
送信するまでの時間、および／または、ＤＣＩフォーマットが受信されてからＰＵＳＣＨ
が送信されるまでの時間が短縮される機能である。
【０１０７】
　端末装置１は、該端末装置１に向けたＤＣＩフォーマット０ｓを伴うＰＤＣＣＨ、およ
び／または、ＥＰＤＣＣＨがサブフレームｎで検出される、かつ、ｓＰＵＳＣＨ送信のＨ
ＡＲＱプロセス番号に対応するトランスポートブロックが生成されることに少なくとも基
づき、サブフレームｎ＋ｋｓ１において該ｓＰＵＳＣＨの送信を実施してもよい。ｋｓ１

は、ｓＴＴＩの単位で与えられてもよい。
【０１０８】
　端末装置１は、該端末装置１に向けたＤＣＩフォーマット０ｓを伴うｓＰＤＣＣＨがｓ
ＴＴＩインデックスｎｓで検出される、かつ、ｓＰＵＳＣＨ送信のＨＡＲＱプロセス番号
に対応するトランスポートブロックが生成されることに少なくとも基づき、サブフレーム
ｎｓ＋ｋｓ２において該ＰＵＳＣＨの送信を実施してもよい。ｋｓ２は、ｓＴＴＩの単位
で与えられてもよい。
【０１０９】
　端末装置１に対して、ＳＰＳ－Ｃ－ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣを伴う
ＰＤＣＣＨ、および／または、ＥＰＤＣＣＨを復号するよう上位層により設定された場合
、該端末装置１は少なくともＤＣＩフォーマット０を復号し、かつ、ＰＵＳＣＨ送信のＨ
ＡＲＱプロセス番号に対応するトランスポートブロックが生成されることに少なくとも基
づき、ＤＣＩフォーマット０に対応する該ＰＵＳＣＨを送信する。該ＰＵＳＣＨのスクラ
ンブリングの初期化はＳＰＳ－Ｃ－ＲＮＴＩによって与えられる。該ＰＵＳＣＨの再送信
のスクランブリングの初期化は、ＳＰＳ－Ｃ－ＲＮＴＩによって与えられる。ＰＤＣＣＨ
、および／または、ＥＰＤＣＣＨに対応しないＰＵＳＣＨの初期送信のスクランブリング
の初期化は、ＳＰＳ－Ｃ－ＲＮＴＩによって与えられる。ＳＰＳ－Ｃ－ＲＮＴＩは、ＵＬ
－Ｖ－ＳＰＳ－ＲＮＴＩを含んでもよい。
【０１１０】
　ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩは、半永続的な（または、周期的な）上りリンクグラントの生成
を指示するために少なくとも用いられてもよい。ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩは、半永続的なＰ
ＵＳＣＨのスケジューリングのために少なくとも用いられてもよい。ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴ
ＩでスクランブリングされたＣＲＣを伴うＤＣＩフォーマットは、半永続的なＰＵＳＣＨ
をスケジューリングしてもよい。半永続的な上りリンクグラントは、半永続的なＰＵＳＣ
Ｈに対応してもよい。
【０１１１】
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　端末装置１に対して、ＳＰＳ－Ｃ－ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣを伴う
ＰＤＣＣＨ、および／または、ＥＰＤＣＣＨを復号するよう上位層により設定された場合
、該端末装置１は少なくともＤＣＩフォーマット０ｓを復号し、かつ、ｓＰＵＳＣＨ送信
のＨＡＲＱプロセス番号に対応するトランスポートブロックが生成されれば、ＤＣＩフォ
ーマット０ｓに対応する該ｓＰＵＳＣＨを送信してもよい。該ｓＰＵＳＣＨのスクランブ
リングの初期化はＳＰＳ－Ｃ－ＲＮＴＩによって与えられてもよい。該ｓＰＵＳＣＨの再
送信のスクランブリングの初期化は、ＳＰＳ－Ｃ－ＲＮＴＩによって与えられてもよい。
ＰＤＣＣＨ、および／または、ＥＰＤＣＣＨに対応しないｓＰＵＳＣＨの初期送信のスク
ランブリングの初期化は、ＳＰＳ－Ｃ－ＲＮＴＩによって与えられてもよい。
【０１１２】
　端末装置１に対して、ＳＰＳ－Ｃ－ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣを伴う
ｓＰＤＣＣＨを復号するよう上位層により設定された場合、該端末装置１は少なくともＤ
ＣＩフォーマット０ｓを復号し、もしｓＰＵＳＣＨ送信のＨＡＲＱプロセス番号に対応す
るトランスポートブロックが生成されれば、ＤＣＩフォーマット０ｓに対応する該ｓＰＵ
ＳＣＨを送信してもよい。該ｓＰＵＳＣＨのスクランブリングの初期化はＳＰＳ－Ｃ－Ｒ
ＮＴＩによって与えられる。該ｓＰＵＳＣＨの再送信のスクランブリングの初期化は、Ｓ
ＰＳ－Ｃ－ＲＮＴＩによって与えられてもよい。ｓＰＤＣＣＨに対応しないｓＰＵＳＣＨ
の初期送信のスクランブリングの初期化は、ＳＰＳ－Ｃ－ＲＮＴＩによって与えられても
よい。
【０１１３】
　端末装置１は、下記の条件Ａ１から条件Ａ２の全てが満たされた場合にのみ、第１のＳ
ＰＳ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ、および／または、第２のＳＰＳ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔを
有効にする。
（条件Ａ１）ＰＤＣＣＨ、および／または、ＥＰＤＣＣＨに含まれる下りリンク制御情報
のペイロードのために与えられるＣＲＣ系列がＳＰＳ－Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブリング
されている
（条件Ａ２）ＰＤＣＣＨ、および／または、ＥＰＤＣＣＨに含まれる新データ指標が０に
セットされている
【０１１４】
　条件Ａ２において、ＰＤＣＣＨ、および／または、ＥＰＤＣＣＨで検出されるＤＣＩフ
ォーマットがＤＣＩフォーマット２、２Ａ、２Ｂ、２Ｃ、２Ｄのいずれかである場合、該
新データ指標は２つのトランスポートブロックのうち、ｅｎａｂｌｅされているトランス
ポートブロックのための新データ指標を参照する。
【０１１５】
　条件Ａ１および条件Ａ２が満たされ、かつ、ＤＣＩフォーマットに含まれるフィールド
の第１のセットのそれぞれが所定の値にセットされることに少なくとも基づき、第１のＳ
ＰＳ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔの有効化が達成される。第１のＳＰＳ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎ
ｔの有効化が達成された場合、端末装置１は該ＤＣＩフォーマットの情報が第１のＳＰＳ
　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎとして有効であると想定する。
【０１１６】
　条件Ａ１および条件Ａ２が満たされ、かつ、ＤＣＩフォーマットに含まれるフィールド
の第１のセットの１つが少なくとも所定の値にセットされていないされていないことに少
なくとも基づき、該ＤＣＩフォーマットに付加されるＣＲＣがマッチしなかったとみなす
。
【０１１７】
　ＤＣいフォーマットのエラー検出はＣＲＣに少なくとも基づき与えられる。ＣＲＣがマ
ッチしないことは、該ＣＲＣを伴うＤＣＩフォーマットのエラーが検出されることを示す
ことであってもよい。
【０１１８】
　第１のＳＰＳ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔのための第１のセットは、ＤＣＩフォーマットの
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種類に少なくとも基づき与えられる。例えば、該ＤＣＩフォーマットがＤＣＩフォーマッ
ト０である場合、該第１のセットはフィールドＺ１、フィールドＺ２、および、フィール
ドＺ３の一部または全部を少なくとも含む。該第１のセットにおいて、該フィールドＺ１
は‘００’にセットされ、もし該フィールドＺ２が該ＤＣＩフォーマットに含まれていれ
ば該フィールドＺ２は‘０００’にセットされ、該フィールドＺ３の最上位ビット（ｍｏ
ｓｔ　ｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｔ　ｂｉｔ）は‘０’にセットされる。最上位ビットは２進
数において最も位の大きいビットであってもよい。
【０１１９】
　条件Ａ１および条件Ａ２が満たされ、かつ、ＤＣＩフォーマットに含まれるフィールド
の第２のセットのそれぞれが所定の値にセットされる場合、第２のＳＰＳ　ａｓｓｉｇｎ
ｍｅｎｔの有効化が達成される。第２のＳＰＳ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔの有効化が達成さ
れた場合、端末装置１は該ＤＣＩフォーマットの情報がＳＰＳ　ｒｅｌｅａｓｅとして有
効であると想定する。
【０１２０】
　条件Ａ１および条件Ａ２が満たされ、かつ、ＤＣＩフォーマットに含まれるフィールド
の第２のセットの１つが少なくとも所定の値にセットされていないされていないことに少
なくとも基づき、該ＤＣＩフォーマットに付加されるＣＲＣがマッチしなかったとみなす
。
【０１２１】
　第２のＳＰＳ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔのための第２のセットは、ＤＣＩフォーマットの
種類に少なくとも基づき与えられる。例えば、該ＤＣＩフォーマットがＤＣＩフォーマッ
ト０である場合、該第２のセットはフィールドＺ１、フィールドＺ２、フィールドＺ３、
および、フィールドＺ４の一部または全部を少なくとも含む。該第１のセットにおいて、
該フィールドＺ１は‘００’にセットされ、もし該フィールドＺ２が該ＤＣＩフォーマッ
トに含まれていれば該フィールドＺ２は‘０００’にセットされ、該フィールドＺ３は‘
１１１１１’にセットされ、該フィールドＺ４は全て１にセットされる。
【０１２２】
　端末装置１は、下記の条件Ａ３から条件Ａ４の一部または全部が少なくとも満たされた
場合にのみ、第３のＳＰＳ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ、および／または、第４のＳＰＳ　ａ
ｓｓｉｇｎｍｅｎｔを有効にしてもよい。
（条件Ａ３）ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨ、および／または、ｓＰＤＣＣＨに含まれる下り
リンク制御情報のペイロードのために与えられるＣＲＣ系列が所定のＲＮＴＩでスクラン
ブリングされている
（条件Ａ４）ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨ、および／または、ｓＰＤＣＣＨに含まれる新デ
ータ指標が０にセットされている
【０１２３】
　条件Ａ３において、所定のＲＮＴＩはＳＰＳ－Ｃ－ＲＮＴＩであってもよい。条件Ａ３
において、所定のＲＮＴＩは、ｓＴＴＩオペレーションのために与えられるＳＰＳ－Ｃ－
ＲＮＴＩであってもよい。条件Ａ１におけるＳＰＳ－ＲＮＴＩは、ＴＴＩオペレーション
のために与えられるＳＰＳ－Ｃ－ＲＮＴＩであってもよい。ｓＴＴＩオペレーションは、
少なくともｓＰＵＳＣＨを送信するオペレーションを含んでもよい。
【０１２４】
　条件Ａ３および条件Ａ４が満たされ、かつ、ＤＣＩフォーマットに含まれるフィールド
の第３のセットのそれぞれが所定の値にセットされる場合、第３のＳＰＳ　ａｓｓｉｇｎ
ｍｅｎｔの有効化が達成されてもよい。第３のＳＰＳ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔの有効化が
達成された場合、端末装置１は該ＤＣＩフォーマットの情報が第２のＳＰＳ　ａｃｔｉｖ
ａｔｉｏｎとして有効であると想定してもよい。
【０１２５】
　条件Ａ３および条件Ａ４が満たされ、かつ、ＤＣＩフォーマットに含まれるフィールド
の第３のセットの１つが少なくとも所定の値にセットされていないされていないことに少
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なくとも基づき、該ＤＣＩフォーマットに付加されるＣＲＣがマッチしなかったとみなし
てもよい。条件Ａ３および条件Ａ４が満たされ、かつ、ＤＣＩフォーマットに含まれるフ
ィールドＺ８が少なくとも所定の値にセットされていないされていないことに少なくとも
基づき、該ＤＣＩフォーマットに付加されるＣＲＣがマッチしなかったとみなしてもよい
。
【０１２６】
　第３のＳＰＳ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔのための第３のセットは、ＤＣＩフォーマットの
種類に少なくとも基づき与えられてもよい。例えば、ＤＣＩフォーマットがＤＣＩフォー
マット０ｓである場合、該第３のセットはフィールドＺ１、フィールドＺ２、フィールド
Ｚ３、フィールドＺ５、フィールドＺ６、フィールドＺ７、および、フィールドＺ８の一
部または全部を少なくとも含んでもよい。該第３のセットにおいて該フィールドＺ１の少
なくとも一部のビットは所定の値に設定されてもよく、該所定の値は‘００’であっても
よい。該第３のセットにおいて該フィールドＺ２の少なくとも一部のビットは所定の値に
セットされてもよく、該所定の値は‘０００’であってもよい。該第３のセットにおいて
該フィールドＺ３の少なくとも一部のビットは所定の値にセットされてもよく、例えば、
該フィールドＺ３の最上位ビットは‘０’にセットされてもよい。該第３のセットにおい
て該フィールドＺ５の少なくとも一部のビットは所定の値にセットされてもよく、例えば
、該第３のセットにおいて該フィールドＺ５の全てのビットは‘０’にセットされてもよ
い。該第３のセットにおいて、フィールドＺ６の少なくとも一部のビットは所定の値にセ
ットされてもよく、例えば、該フィールドＺ６の最上位ビットは‘０’にセットされても
よい。該第３のセットにおいて該フィールドＺ７の少なくとも一部のビットは所定の値に
セットされてもよく、例えば、所定の値は‘００’であってもよい。該第４のセットにお
いて該フィールドＺ８の少なくとも一部のビットは所定の値にセットされてもよく、該所
定の値は‘００’であってもよい。該フィールドＺ８は、パターンＡのＤＭＲＳ配置をト
リガする（または、パターンＡのＤＭＲＳ配置を示す）ようにセットされてもよい。
【０１２７】
　条件Ａ３および条件Ａ４が満たされ、かつ、ＤＣＩフォーマットに含まれるフィールド
の第４のセットのそれぞれが所定の値にセットされる場合、第４のＳＰＳ　ａｓｓｉｇｎ
ｍｅｎｔの有効化が達成されてもよい。第４のＳＰＳ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔの有効化が
達成された場合、端末装置１は該ＤＣＩフォーマットの情報がＳＰＳ　ｒｅｌｅａｓｅと
して有効であると想定してもよい。
【０１２８】
　条件Ａ３および条件Ａ４が満たされ、かつ、ＤＣＩフォーマットに含まれるフィールド
の第４のセットの１つが少なくとも所定の値にセットされていないされていないことに少
なくとも基づき、該ＤＣＩフォーマットに付加されるＣＲＣがマッチしなかったとみなし
てもよい。条件Ａ３および条件Ａ４が満たされ、かつ、ＤＣＩフォーマットに含まれるフ
ィールドＺ８が少なくとも所定の値にセットされていないされていないことに少なくとも
基づき、該ＤＣＩフォーマットに付加されるＣＲＣがマッチしなかったとみなしてもよい
。
【０１２９】
　第４のＳＰＳ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔのための第４のセットは、ＤＣＩフォーマットの
種類に少なくとも基づき与えられてもよい。例えば、ＤＣＩフォーマットがＤＣＩフォー
マット０ｓである場合、該第４のセットはフィールドＺ１、フィールドＺ２、フィールド
Ｚ３、フィールドＺ４、フィールドＺ５、フィールドＺ６、フィールドＺ７、および、フ
ィールドＺ８の一部または全部を少なくとも含んでもよい。該第４のセットにおいて該フ
ィールドＺ１の少なくとも一部のビットは所定の値に設定されてもよく、該所定の値は‘
００’であってもよい。該第４のセットにおいて該フィールドＺ２の少なくとも一部のビ
ットは所定の値にセットされてもよく、該所定の値は‘０００’であってもよい。該第４
のセットにおいて該フィールドＺ３の少なくとも一部のビットは所定の値にセットされて
もよく、例えば、該所定の値は‘１１１１１’であってもよい。該第４のセットにおいて
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該フィールドＺ４の少なくとも一部のビットは所定の値にセットされてもよく、例えば、
該フィールドＺ４は全て１にセットされてもよい。該第４のセットにおいて該フィールド
Ｚ５の少なくとも一部のビットは所定の値にセットされてもよく、例えば、該第４のセッ
トにおいて該フィールドＺ５の全てのビットは‘０’にセットされてもよい。該第４のセ
ットにおいて、フィールドＺ６の少なくとも一部のビットは所定の値にセットされてもよ
く、例えば、該所定の値は全て１にセットされてもよい。該第４のセットにおいて該フィ
ールドＺ７の少なくとも一部のビットは所定の値にセットされてもよく、例えば、所定の
値は‘００’であってもよい。該第４のセットにおいて該フィールドＺ８の少なくとも一
部のビットは所定の値にセットされてもよく、該所定の値は‘００’であってもよい。該
フィールドＺ８は、パターンＡのＤＭＲＳ配置をトリガする（または、パターンＡのＤＭ
ＲＳ配置を示す）ビットに対応してもよい。
【０１３０】
　以下、上りリンクにおいて端末装置１がＤＣＩフォーマットをＳＰＳ　ａｃｔｉｖａｔ
ｉｏｎとして有効であると想定する場合の動作例を説明する。
【０１３１】
　端末装置１がＤＣＩフォーマットを第１のＳＰＳ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎとして有効で
あると想定する場合、該端末装置１は設定される上りリンクグラント（Ｃｏｎｆｉｇｕｒ
ｅｄ　ｕｐｌｉｎｋ　ｇｒａｎｔ）を初期化（または、設定、再初期化、再設定）する。
ここで、該ＤＣＩフォーマットを含むＰＤＣＣＨはスペシャルセルで受信されたＰＤＣＣ
Ｈであってもよい。端末装置１がＤＣＩフォーマットを第１のＳＰＳ　ａｃｔｉｖａｔｉ
ｏｎとして有効であると想定し、かつ、端末装置１のためにＳｋｉｐＵｐｌｉｎｋＴｘＳ
ＰＳが設定されている場合、ＳＰＳ　ｃｏｎｆｉｒｍａｔｉｏｎがトリガされる。Ｓｋｉ
ｐＵｐｌｉｎｋＴｘＳＰＳは、端末装置１において上りリンク送信のために用いられるデ
ータがない場合に、端末装置１が設定される上りリンクグラントのための上りリンク送信
をスキップするか否かを設定するために用いられる。上りリンクグラントと設定される上
りリンクグラントはまとめて上りリンクグラントとも呼称される。
【０１３２】
　スペシャルセルは、プライマリセルを少なくとも含む。スペシャルセルは、ＰＵＣＣＨ
セルをさらに含んでもよい。ＰＵＣＣＨセルは、ＰＵＣＣＨリソースが設定されるセルで
あってもよい。
【０１３３】
　設定される上りリンクグラントが設定された後、Ｎ番目の設定される上りリンクグラン
トは以下の数式（１）に示されるＳＦＮ（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｆｒａｍｅ　Ｎｕｍｂｅｒ）と
サブフレーム（ｓｕｂｆｒａｍｅ）の組により与えられる。
【数１】

【０１３４】
　ここで、ＳＦＮｓｔａｒｔ　ｔｉｍｅは、設定される上りリンクグラントが設定された
ＳＦＮであり、ｓｕｂｆｒａｍｅｓｔａｒｔ　ｔｉｍｅは、設定される上りリンクグラン
トが設定されたサブフレームである。ＳｅｍｉＰｅｒｓｉｓｔＳｃｈｅｄＩｎｔｅｒｖａ
ｌＵＬは、上位層で設定される値であり、サブフレームの数として定義される。Ｓｕｂｆ
ｒａｍｅ＿Ｏｆｆｓｅｔは、端末装置１のために所定の設定が設定されていない場合に０
である。
【０１３５】
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　ＳＰＳ　ｃｏｎｆｉｒｍａｔｉｏｎがトリガされてキャンセルされず、かつ、新規送信
（初期送信）のために割り当てられた上りリンクリソースが与えられている場合、ＳＰＳ
　ｃｏｎｆｉｒｍａｔｉｏｎを生成することが指示される。
【０１３６】
　端末装置１がＤＣＩフォーマットを第２のＳＰＳ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎとして有効で
あると想定する場合、該端末装置１は設定される上りリンクグラント（Ｃｏｎｆｉｇｕｒ
ｅｄ　ｕｐｌｉｎｋ　ｇｒａｎｔ）を初期化（または、設定、再初期化、再設定）しても
よい。ここで、該ＤＣＩフォーマットを含むＰＤＣＣＨはスペシャルセルで受信されたＰ
ＤＣＣＨであってもよい。端末装置１がＤＣＩフォーマットを第２のＳＰＳ　ａｃｔｉｖ
ａｔｉｏｎとして有効であると想定し、かつ、端末装置１のためにＳｋｉｐＵｐｌｉｎｋ
ＴｘＳＰＳが設定されている場合、ＳＰＳ　ｃｏｎｆｉｒｍａｔｉｏｎがトリガされても
よい。端末装置１がＤＣＩフォーマットを第１のＳＰＳ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎとして有
効であると想定した場合と、端末装置１がＤＣＩフォーマットを第２のＳＰＳ　ａｃｔｉ
ｖａｔｉｏｎとして有効であると想定した場合それぞれのために、ＳｋｉｐＵｐｌｉｎｋ
ＴｘＳＰＳが個別に設定されてもよい。端末装置１がＤＣＩフォーマットを第１のＳＰＳ
　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎとして有効であると想定した場合、ＳｋｉｐＵｐｌｉｎｋＴｘＳ
ＰＳは、ＳｅｍｉＰｅｒｓｉｓｔＳｃｈｅｄＩｎｔｅｒｖａｌＵＬの値が１０より小さい
場合に設定されてもよい。端末装置１がＤＣＩフォーマットを第２のＳＰＳ　ａｃｔｉｖ
ａｔｉｏｎとして有効であると想定した場合、ＳｋｉｐＵｐｌｉｎｋＴｘＳＰＳは、Ｓｅ
ｍｉＰｅｒｓｉｓｔＳｃｈｅｄＩｎｔｅｒｖａｌＵＬ＿ｓＴＴＩの値に少なくとも基づき
与えられてもよい。
【０１３７】
　設定される上りリンクグラントが設定された後、Ｎ番目の設定される上りリンクグラン
トは以下の数式（２）に示されるＳＦＮとサブフレーム（ｓｕｂｆｒａｍｅ）とｓＴＴＩ
インデックスの組により与えられてもよい。
【数２】

【０１３８】
　ここで、ｓＴＴＩ＿ｉｎｄｅｘはサブフレーム内のｓＴＴＩのインデックスであっても
よい。ｓＴＴＩ＿ｉｎｄｅｘｓｔａｒｔ　ｔｉｍｅは、設定される上りリンクグラントが
設定されたｓＴＴＩインデックスであってもよい。ｓＴＴＩ＿Ｏｆｆｓｅｔは、０であっ
てもよい。
【０１３９】
　図８は、本実施形態の一態様に係る端末装置１がＤＣＩフォーマットを第２のＳＰＳ　
ａｃｔｉｖａｔｉｏｎとして有効であると想定した場合の、設定される上りリンクグラン
トの一例を示す図である。図８において、端末装置が受信するＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨ
、および／または、ｓＰＤＣＣＨのＤＣＩフォーマットに少なくとも基づき第２のＳＰＳ
　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎが設定される。図８において、該ＰＤＣＣＨ、該ＥＰＤＣＣＨ、
および／または、該ｓＰＤＣＣＨを受信するＳＦＮ、サブフレーム、および／または、ｓ
ＴＴＩインデックスを基準に設定される上りリンクグラントが周期的に設定される。図８
に示される一例では、端末装置１にＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔが設定される場合の一例が示
されており、１サブフレームに６つのｓＴＴＩが設定される。図８において、該ＰＤＣＣ
Ｈ、該ＥＰＤＣＣＨ、および／または、該ｓＰＤＣＣＨを受信するＳＦＮ、サブフレーム
、および／または、ｓＴＴＩインデックスを基準に最初の設定される上りリンクグラント
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（Ｎ＝０）を、最初の設定される上りリンクグラント（ｆｉｒｓｔ　ｃｏｎｆｉｇｕｒｅ
ｄ　ｕｐｌｉｎｋ　ｇｒａｎｔ）とも呼称する。
【０１４０】
　最初の設定される上りリンクグラントのための、ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔと、ｓＰＵ
ＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔに関連するＤＭＲＳのパターンは、第２のＳＰＳ　ａｃｔｉｖａｔｉ
ｏｎのためのＤＣＩフォーマットの情報に少なくとも基づき与えられてもよい。一方、最
初の設定される上りリンクグラント以外の、ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔと、ｓＰＵＳＣＨ
＿ｓｈｏｒｔに関連するＤＭＲＳのパターンの指示は、上位層の信号に少なくとも基づき
与えられてもよい。
【０１４１】
　端末装置１にノーマルＣＰが設定され、かつ、ＰＵＳＣＨのスケジューリングのために
少なくとも用いられるＤＣＩフォーマットに付加されるＣＲＣがＣ－ＲＮＴＩでスクラン
ブリングされている場合、該ＰＵＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマッピングされるＳＣ－Ｆ
ＤＭＡシンボルインデックスｌはｌ＝４であってもよい。
【０１４２】
　端末装置１に拡張ＣＰが設定され、かつ、ＰＵＳＣＨのスケジューリングのために少な
くとも用いられるＤＣＩフォーマットに付加されるＣＲＣがＣ－ＲＮＴＩでスクランブリ
ングされている場合、該ＰＵＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭ
Ａシンボルインデックスｌはｌ＝３であってもよい。
【０１４３】
　端末装置１にノーマルＣＰが設定され、かつ、ＰＵＳＣＨのスケジューリングのために
少なくとも用いられるＤＣＩフォーマットに付加されるＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩで
スクランブリングされている場合、該ＰＵＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマッピングされる
ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルインデックスｌはｌ＝４であってもよい。該ＰＵＳＣＨは該ＤＣ
Ｉフォーマットに少なくとも基づき与えられる設定される上りリンクグラントに対応して
もよい。
【０１４４】
　端末装置１に拡張ＣＰが設定され、かつ、ＰＵＳＣＨのスケジューリングのために少な
くとも用いられるＤＣＩフォーマットに付加されるＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスク
ランブリングされている場合、該ＰＵＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマッピングされるＳＣ
－ＦＤＭＡシンボルインデックスｌはｌ＝３であってもよい。該ＰＵＳＣＨは該ＤＣＩフ
ォーマットに少なくとも基づき与えられる設定される上りリンクグラントに対応してもよ
い。
【０１４５】
　ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｌｏｔのスケジューリングのために少なくとも用いられるＤＣＩフォ
ーマットに付加されるＣＲＣがＣ－ＲＮＴＩでスクランブリングされている場合、該ｓＰ
ＵＳＣＨ＿ｓｌｏｔに関連するＤＭＲＳがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルイン
デックスｌはｌ＝４であってもよい。
【０１４６】
　ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｌｏｔのスケジューリングのために少なくとも用いられるＤＣＩフォ
ーマットに付加されるＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブリングされている場合
、該ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｌｏｔに関連するＤＭＲＳがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシン
ボルインデックスｌはｌ＝４であってもよい。該ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｌｏｔは該ＤＣＩフォ
ーマットに少なくとも基づき与えられる設定される上りリンクグラントに対応してもよい
。
【０１４７】
　ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔのスケジューリングのために少なくとも用いられるＤＣＩフ
ォーマットに付加されるＣＲＣがＣ－ＲＮＴＩでスクランブリングされている場合、ｓＰ
ＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔに関連するＤＭＲＳのパターンは該ＤＣＩフォーマットに含まれる
ＤＭＲＳ配置情報に少なくとも基づき与えられてもよい。
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【０１４８】
　ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔのスケジューリングのために少なくとも用いられるＤＣＩフ
ォーマットに付加されるＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブリングされている場
合、該ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔに関連するＤＭＲＳのパターンは上位層の信号、および
／または、所定のルールに少なくとも基づき与えられてもよい。該ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏ
ｒｔは該ＤＣＩフォーマットに少なくとも基づき与えられる設定される上りリンクグラン
トに対応してもよい。
【０１４９】
　上位層の信号は、ＲＲＣ層で用いられるシグナリングであってもよい。上位層の信号は
、ＰＤＳＣＨ、および／または、ｓＰＤＳＣＨで送信されてもよい。上位層の信号は、少
なくともＤＭＲＳ配置指示情報を含んでもよい。上位層の信号は少なくともＤＭＲＳ配置
指示情報を含んでもよい。上位層の信号は、設定される上りリンクグラントに対応するＰ
ＵＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルインデックスｌ
を指示する情報を少なくとも含んでもよい。ＤＣＩフォーマットに含まれるＤＭＲＳ配置
指示情報は、該ＤＣＩフォーマットによりスケジューリングされるＰＵＳＣＨに関連する
ＤＭＲＳがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルインデックスｌを指示する情報を少
なくとも含んでもよい。
【０１５０】
　所定のルールは、静的な設定を含んでもよい。所定のルールは、端末装置１、および／
または、基地局装置３があらかじめ備える情報であってもよい。所定のルールは、仕様書
の記載に基づき与えられてもよい。
【０１５１】
　ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔのスケジューリングのために少なくとも用いられるＤＣＩフ
ォーマットに付加されるＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブリングされている場
合、最初の設定される上りリンクグラントに対応するｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔに関連す
るＤＭＲＳのパターンは該ＤＣＩフォーマットに含まれるＤＭＲＳ配置情報に少なくとも
与えられてもよい。一方、ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔのスケジューリングのために少なく
とも用いられるＤＣＩフォーマットに付加されるＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクラ
ンブリングされている場合、最初の設定される上りリンクグラント以外の設定される上り
リンクグラントに対応するｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔに関連するＤＭＲＳのパターンは上
位層の信号、および／または、所定のルールに少なくとも基づき与えられてもよい。最初
の設定される上りリンクグラント以外の設定される上りリンクグラントは、端末装置１に
ＳｋｉｐＵｐｌｉｎｋＴｘＳＰＳが設定されている場合に、ＳＰＳ　ｃｏｎｆｉｒｍａｔ
ｉｏｎがトリガされる設定される上りリンクグラントであってもよい。最初の設定される
上りリンクグラントは、Ｎ＝０に対応する設定される上りリンクグラントであってもよい
。
【０１５２】
　ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔのスケジューリングのために少なくとも用いられるＤＣＩフ
ォーマットに付加されるＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブリングされている場
合、該ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔに関連するＤＭＲＳのパターンは該ＤＣＩフォーマット
に含まれるＤＭＲＳ配置情報に少なくとも基づき与えられる値ＮＤＣＩと、ｍｏｄ（ＮＤ

ＣＩ、Ｎｐ）に少なくとも基づき与えられてもよい。該ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔは該Ｄ
ＣＩフォーマットに少なくとも基づき与えられる設定される上りリンクグラントに対応し
てもよい。ここで、Ｎｐは所定のｓＴＴＩインデックスにおけるＤＭＲＳパターンの候補
数であってもよい。該所定のｓＴＴＩインデックスは、ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔが送信
されるｓＴＴＩインデックスであってもよい。該所定のｓＴＴＩインデックスは、設定さ
れる上りリンクグラントのそれぞれに対して与えられてもよい。
【０１５３】
　ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔのスケジューリングのために少なくとも用いられるＤＣＩフ
ォーマットに付加されるＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブリングされている場
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合、該ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔに関連するＤＭＲＳがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡ
シンボルインデックスｌは、該ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔがマッピングされる全てのＳＣ
－ＦＤＭＡシンボルインデックスｌより小さくてもよい。ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔのス
ケジューリングのために少なくとも用いられるＤＣＩフォーマットに付加されるＣＲＣが
ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブリングされている場合、該ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔ
に関連するＤＭＲＳがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのインデックスｌは、該
ｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔがマップされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのためのｌｓｔａｒｔ

より小さくてもよい。
【０１５４】
　端末装置１は、条件Ａ３と条件Ａ４が満たされ、かつ、ＤＣＩフォーマットに含まれる
第３のセットのそれぞれが所定の値にセットされる場合、第３のＳＰＳ　ａｓｓｉｇｎｍ
ｅｎｔの有効化が達成されたと想定してもよい。端末装置１は、第３のＳＰＳ　ａｓｓｉ
ｇｎｍｅｎｔの有効化が達成された場合、該ＤＣＩフォーマットの情報が第２のＳＰＳ　
ａｃｔｉｖａｔｉｏｎとして有効であると想定してもよい。
【０１５５】
　該ＤＣＩフォーマットがｓＰＵＳＣＨ＿ｓｌｏｔのスケジューリングに少なくとも用い
られるＤＣＩフォーマットである場合、該第３のセットは、フィールドＺ８を少なくとも
含まなくてよい。
【０１５６】
　該ＤＣＩフォーマットがｓＰＵＳＣＨ＿ｓｌｏｔのスケジューリングに少なくとも用い
られるＤＣＩフォーマットである場合、該第３のセットは、フィールドＺ１、フィールド
Ｚ２、フィールドＺ５、フィールドＺ６、および、フィールドＺ７の一部または全部を少
なくとも含んでもよい。
【０１５７】
　該ＤＣＩフォーマットがｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔのスケジューリングに少なくとも用
いられるＤＣＩフォーマットである場合、該第３のセットは、フィールドＺ８を少なくと
も含んでもよい。該フィールドＺ８は、パターンＡを示すようにセットされてもよい。
【０１５８】
　該ＤＣＩフォーマットがｓＰＵＳＣＨ＿ｓｈｏｒｔのスケジューリングに少なくとも用
いられるＤＣＩフォーマットである場合、該第３のセットは、フィールドＺ１、フィール
ドＺ２、フィールドＺ５、フィールドＺ６、フィールドＺ７、および、フィールドＺ８の
一部または全部を少なくとも含んでもよい。該フィールドＺ８は、パターンＡを示すよう
にセットされてもよい。
【０１５９】
　以下、本実施形態のその他の態様を説明する。
【０１６０】
　所定のＤＣＩフォーマットは、ＤＣＩフォーマットＸを含んでもよい。ＤＣＩフォーマ
ットＸは、ＰＵＳＣＨのスケジューリングのために少なくとも用いられてもよい。ＤＣＩ
フォーマットＸは、フィールドＺ１からフィールドＺ８の一部または全部を少なくとも含
んでもよい。ＤＣＩフォーマットＸは、以下のフィールドＺ９からフィールドＺ１１の一
部または全部を少なくとも含んでもよい。
（フィールドＺ９）ＰＵＳＣＨがマッピングされるＤＦＴ－ｓ－ＯＦＤＭシンボルの開始
位置（ｌｓｔａｒｔ）
（フィールドＺ１０）ＰＵＳＣＨがマッピングされるＤＦＴ－ｓ－ＯＦＤＭシンボルの期
間（ｌｄｕｒａｔｉｏｎ）
（フィールドＺ１１）ＰＵＳＣＨがマッピングされるＤＦＴ－ｓ－ＯＦＤＭシンボルの終
端位置（ｌｅｎｄ）
【０１６１】
　ここで、ｌｄｕｒａｔｉｏｎ＝ｌｅｎｄ－ｌｓｔａｒｔであってもよい。フィールドＺ
９からフィールドＺ１１の一部または全部は、ＰＵＳＣＨのリソースマッピングのために
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少なくとも用いられてもよい。ＰＵＳＣＨのリソースマッピングは、ｌｓｔａｒｔ、ｌｄ

ｕｒａｔｉｏｎ、および、ｌｅｎｄの一部または全部に少なくとも基づき与えられてもよ
い。ＰＵＳＣＨのリソースマッピングは、ｌｓｔａｒｔ、ｌｄｕｒａｔｉｏｎ、および、
ｌｅｎｄの一部または全部を少なくとも含んでもよい。
【０１６２】
　ＰＵＳＣＨのスケジューリングのために少なくとも用いられるＤＣＩフォーマットに付
加されるＣＲＣがＣ－ＲＮＴＩでスクランブリングされている場合、ＰＵＳＣＨのリソー
スマッピングは該ＤＣＩフォーマットに含まれるフィールドＺ９からフィールドＺ１１の
一部または全部に少なくとも基づき与えられてもよい。
【０１６３】
　ＰＵＳＣＨのスケジューリングのために少なくとも用いられるＤＣＩフォーマットに付
加されるＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブリングされている場合、該ＰＵＳＣ
Ｈのリソースマッピングは上位層の信号、および／または、所定のルールに少なくとも基
づき与えられてもよい。該ＰＵＳＣＨは該ＤＣＩフォーマットに少なくとも基づき与えら
れる設定される上りリンクグラントに対応してもよい。
【０１６４】
　ＰＵＳＣＨのスケジューリングのために少なくとも用いられるＤＣＩフォーマットに付
加されるＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブリングされている場合、最初の設定
される上りリンクグラントに対応するＰＵＳＣＨのリソースマッピングは該ＤＣＩフォー
マットに含まれるフィールドＺ９からフィールドＺ１１の一部または全部に少なくとも与
えられてもよい。一方、ＰＵＳＣＨのスケジューリングのために少なくとも用いられるＤ
ＣＩフォーマットに付加されるＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブリングされて
いる場合、最初の設定される上りリンクグラント以外の設定される上りリンクグラントに
対応するＰＵＳＣＨのリソースマッピングは上位層の信号、および／または、所定のルー
ルに少なくとも基づき与えられてもよい。最初の設定される上りリンクグラント以外の設
定される上りリンクグラントは、端末装置１にＳｋｉｐＵｐｌｉｎｋＴｘＳＰＳが設定さ
れている場合に、ＳＰＳ　ｃｏｎｆｉｒｍａｔｉｏｎがトリガされる設定される上りリン
クグラントであってもよい。最初の設定される上りリンクグラントは、Ｎ＝０に対応する
設定される上りリンクグラントであってもよい。
【０１６５】
　端末装置１は、条件Ａ１と条件Ａ２が満たされ、かつ、ＤＣＩフォーマットに含まれる
第１のセットのそれぞれが所定の値にセットされる場合、第１のＳＰＳ　ａｓｓｉｇｎｍ
ｅｎｔの有効化が達成されたと想定してもよい。端末装置１は、第１のＳＰＳ　ａｓｓｉ
ｇｎｍｅｎｔの有効化が達成された場合、該ＤＣＩフォーマットの情報が第１のＳＰＳ　
ａｃｔｉｖａｔｉｏｎとして有効であると想定してもよい。
【０１６６】
　該第１のセットは、フィールドＺ９からフィールドＺ１１の一部または全部を少なくと
も含んでもよい。該第１のセットにフィールドＺ９からフィールドＺ１１の一部または全
部が少なくとも含まれる場合、第１のＳＰＳ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎに少なくとも基づき
初期化される設定される上りリンクグラントに対応するＰＵＳＣＨのリソースマッピング
は該フィールドＺ９から該フィールドＺ１１の一部または全部に少なくとも基づき与えら
れてもよい。
【０１６７】
　端末装置１は、条件Ａ３と条件Ａ４が満たされ、かつ、ＤＣＩフォーマットに含まれる
第３のセットのそれぞれが所定の値にセットされる場合、第３のＳＰＳ　ａｓｓｉｇｎｍ
ｅｎｔの有効化が達成されたと想定してもよい。端末装置１は、第３のＳＰＳ　ａｓｓｉ
ｇｎｍｅｎｔの有効化が達成された場合、該ＤＣＩフォーマットの情報が第２のＳＰＳ　
ａｃｔｉｖａｔｉｏｎとして有効であると想定してもよい。
【０１６８】
　該第３のセットは、フィールドＺ９からフィールドＺ１１の一部または全部を少なくと
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も含んでもよい。該第３のセットにフィールドＺ９からフィールドＺ１１の一部または全
部が少なくとも含まれる場合、第２のＳＰＳ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎに少なくとも基づき
初期化される設定される上りリンクグラントに対応するＰＵＳＣＨのリソースマッピング
は該フィールドＺ９から該フィールドＺ１１の一部または全部に少なくとも基づき与えら
れてもよい。
【０１６９】
　以下、本発明の端末装置１の装置構成について説明する。
【０１７０】
　図９は、本実施形態の一態様に係る端末装置１の構成を示す概略ブロック図である。図
示するように、端末装置１は、上位層処理部１０１、制御部１０３、受信部１０５、送信
部１０７および、送受信アンテナ１０９の一部または全部を少なくとも含んで構成される
。上位層処理部１０１は、無線リソース制御部１０１１、スケジューリング部１０１３の
少なくとも１つを含んで構成される。受信部１０５は、復号化部１０５１、復調部１０５
３、多重分離部１０５５、無線受信部１０５７とチャネル測定部１０５９の少なくとも１
つを含んで構成される。送信部１０７は、符号化部１０７１、共有チャネル生成部１０７
３、制御チャネル生成部１０７５、多重部１０７７、無線送信部１０７９と上りリンク参
照信号生成部１０７１１の少なくとも１つを含んで構成される。
【０１７１】
　上位層処理部１０１は、ユーザの操作等により生成された上りリンクデータを、送信部
１０７に出力する。また、上位層処理部１０１は、媒体アクセス制御（ＭＡＣ：　Ｍｅｄ
ｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）層、パケットデータ統合プロトコル（ＰＤＣＰ
：　Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ：　ＰＤＣＰ
）層、無線リンク制御（ＲＬＣ：　Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）層、無線リ
ソース制御（ＲＲＣ：Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）層の処理を行な
う。また、上位層処理部１０１は制御チャネルで受信された下りリンク制御情報などに基
づき、受信部１０５、および送信部１０７の制御を行なうために制御情報を生成し、制御
部１０３に出力する。上位層処理部は、受信された上位層の信号を処理する機能を少なく
とも備える。
【０１７２】
　上位層処理部１０１が備える無線リソース制御部１０１１は、自装置の各種設定情報の
管理を行なう。例えば、無線リソース制御部１０１１は、設定されたサービングセルの管
理を行なう。また、無線リソース制御部１０１１は、上りリンクの各チャネルに配置され
る情報を生成し、送信部１０７に出力する。無線リソース制御部１０１１は、受信した下
りリンクデータの復号に成功した場合には、ＡＣＫを生成し送信部１０７にＡＣＫを出力
し、受信した下りリンクデータの復号に失敗した場合には、ＮＡＣＫを生成し、送信部１
０７にＮＡＣＫを出力する。
【０１７３】
　上位層処理部１０１が備えるスケジューリング部１０１３は、受信部１０５を介して受
信した下りリンク制御情報を記憶する。スケジューリング部１０１３は、上りリンクグラ
ントを受信したサブフレームから４つ後のサブフレームにおいて、受信された上りリンク
グラントに従ってＰＵＳＣＨを送信するよう、制御部１０３を介して送信部１０７を制御
する。スケジューリング部１０１３は、下りリンクグラントを受信したサブフレームにお
いて、受信された下りリンクグラントに従って共有チャネルを受信するよう、制御部１０
３を介して受信部１０５を制御する。
【０１７４】
　制御部１０３は、上位層処理部１０１からの制御情報に基づいて、受信部１０５、およ
び送信部１０７の制御を行なう制御信号を生成する。制御部１０３は、生成した制御信号
を受信部１０５、および送信部１０７に出力して受信部１０５、および送信部１０７の制
御を行なう。
【０１７５】
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　受信部１０５は、制御部１０３から入力された制御信号に従って、送受信アンテナ１０
９を介して基地局装置３から受信した受信信号を、分離、復調、復号し、復号した情報を
上位層処理部１０１に出力する。
【０１７６】
　無線受信部１０５７は、送受信アンテナ１０９を介して受信した下りリンクの信号を直
交復調し、直交復調されたアナログ信号をディジタル信号に変換する。例えば、無線受信
部１０５７は、ディジタル信号に対して高速フーリエ変換（ＦＦＴ：　Ｆａｓｔ　Ｆｏｕ
ｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）を行い、周波数領域の信号を抽出してもよい。
【０１７７】
　多重分離部１０５５は、抽出した信号を下りリンク制御チャネル、下りリンク共有チャ
ネル、および、参照信号の一部または全部に分離する。多重分離部１０５５は、分離した
参照信号をチャネル測定部１０５９に出力する。
【０１７８】
　復調部１０５３は、下りリンク制御チャネル、および、下りリンク共有チャネルに対し
て、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ（Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　Ａｍｐｌｉｔｕｄｅ　Ｍｏｄｕｌａ
ｔｉｏｎ）、６４ＱＡＭ等の変調方式に対する復調を行ない、復号化部１０５１へ出力す
る。
【０１７９】
　復号化部１０５１は、下りリンクデータの復号を行い、復号した下りリンクデータを上
位層処理部１０１へ出力する。チャネル測定部１０５９は、参照信号から下りリンクの伝
搬路の推定値を算出し、多重分離部１０５５へ出力する。チャネル測定部１０５９は、チ
ャネル状態情報を算出し、尚且つ、チャネル状態情報を上位層処理部１０１へ出力する。
【０１８０】
　送信部１０７は、制御部１０３から入力された制御信号に従って、上りリンク参照信号
を生成し、上位層処理部１０１から入力された上りリンクデータや上りリンク制御情報を
符号化および変調し、上りリンク共有チャネル、上りリンク制御チャネル、上りリンク参
照信号を多重し、送受信アンテナ１０９を介して基地局装置３に送信する。
【０１８１】
　符号化部１０７１は、上位層処理部１０１から入力された上りリンク制御情報と上りリ
ンクデータを符号化し、符号化ビットを共有チャネル生成部１０７３および／または制御
チャネル生成部１０７５に出力する。
【０１８２】
　共有チャネル生成部１０７３は、符号化部１０７１から入力された符号化ビットを変調
して変調シンボルを生成し、変調シンボルをＤＦＴすることによって共有チャネルを生成
し、多重部１０７７へ出力してもよい。共有チャネル生成部１０７３は、符号化部１０７
１から入力された符号化ビットを変調して変調シンボルを生成し、多重部１０７７へ出力
してもよい。共有チャネル生成部１０７３は、符号化部１０７１から入力された符号化ビ
ットを変調して上りリンク共有チャネルを生成し、多重部１０７７へ出力してもよい。
【０１８３】
　制御チャネル生成部１０７５は、符号化部１０７１から入力された符号化ビット、およ
び／または、スケジューリングリクエストに基づいて、制御チャネルを生成し、多重部１
０７７へ出力する。
【０１８４】
　上りリンク参照信号生成部１０７１１は上りリンク参照信号を生成し、生成した上りリ
ンク参照信号を多重部１０７７へ出力する。
【０１８５】
　多重部１０７７は、制御部１０３から入力された制御信号に従って、共有チャネル生成
部１０７３から入力された信号および／または制御チャネル生成部１０７５から入力され
た信号、および／または、上りリンク参照信号生成部１０７１１から入力された上りリン
ク参照信号を、送信アンテナポート毎に上りリンクのリソースエレメントに多重する。
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【０１８６】
　無線送信部１０７９は、多重された信号を逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ：　Ｉｎｖｅ
ｒｓｅ　Ｆａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）を行い、ベースバンドのディ
ジタル信号を生成し、ベースバンドのディジタル信号をアナログ信号に変換し、アナログ
信号から中間周波数の同相成分および直交成分を生成し、中間周波数帯域に対する余分な
周波数成分を除去し、中間周波数の信号を高周波数の信号に変換（アップコンバート: ｕ
ｐ　ｃｏｎｖｅｒｔ）し、余分な周波数成分を除去し、電力増幅し、送受信アンテナ１０
９に出力して送信する。
【０１８７】
　以下、本発明の基地局装置３の装置構成について説明する。
【０１８８】
　図１０は、本実施形態の一態様に係る基地局装置３の構成を示す概略ブロック図である
。図示するように、基地局装置３は、上位層処理部３０１、制御部３０３、受信部３０５
、送信部３０７、および、送受信アンテナ３０９、を含んで構成される。また、上位層処
理部３０１は、無線リソース制御部３０１１とスケジューリング部３０１３を含んで構成
される。また、受信部３０５は、データ復調／復号部３０５１、制御情報復調／復号部３
０５３、多重分離部３０５５、無線受信部３０５７とチャネル測定部３０５９を含んで構
成される。また、送信部３０７は、符号化部３０７１、変調部３０７３、多重部３０７５
、無線送信部３０７７と下りリンク参照信号生成部３０７９を含んで構成される。
【０１８９】
　上位層処理部３０１は、媒体アクセス制御層、パケットデータ統合プロトコル層、無線
リンク制御層、無線リソース制御層の処理を行なう。また、上位層処理部３０１は、受信
部３０５、および送信部３０７の制御を行なうために制御情報を生成し、制御部３０３に
出力する。
【０１９０】
　上位層処理部３０１が備える無線リソース制御部３０１１は、下りリンクの共有チャネ
ルに配置される下りリンクデータ、ＲＲＣ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇ、ＭＡＣ　ＣＥ（Ｃｏｎ
ｔｒｏｌ　Ｅｌｅｍｅｎｔ）を生成し、又は上位ノードから取得し、ＨＡＲＱ制御部３０
１３に出力する。また、無線リソース制御部３０１１は、端末装置１各々の各種設定情報
の管理をする。例えば、無線リソース制御部３０１１は、端末装置１に設定したサービン
グセルの管理などを行なう。
【０１９１】
　上位層処理部３０１が備えるスケジューリング部３０１３は、端末装置１に割り当てる
共有チャネルや制御チャネルの無線リソースの管理をしている。スケジューリング部３０
１３は、端末装置１に共有チャネルの無線リソースを割り当てた場合には、共有チャネル
の無線リソースの割り当てを示す上りリンクグラントを生成し、生成した上りリンクグラ
ントを送信部３０７へ出力する。
【０１９２】
　制御部３０３は、上位層処理部３０１からの制御情報に基づいて、受信部３０５、およ
び送信部３０７の制御を行なう制御信号を生成する。制御部３０３は、生成した制御信号
を受信部３０５、および送信部３０７に出力して受信部３０５、および送信部３０７の制
御を行なう。
【０１９３】
　受信部３０５は、制御部３０３から入力された制御信号に従って、送受信アンテナ３０
９を介して端末装置１から受信した受信信号を分離、復調、復号し、復号した情報を上位
層処理部３０１に出力する。
【０１９４】
　無線受信部３０５７は、送受信アンテナ３０９を介して受信された上りリンクの信号を
直交復調し、直交復調されたアナログ信号をディジタル信号に変換する。無線受信部３０
５７は、ディジタル信号に対して高速フーリエ変換（ＦＦＴ：　Ｆａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅ



(37) JP 2019-22081 A 2019.2.7

10

20

30

40

50

ｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）を行い、周波数領域の信号を抽出し多重分離部３０５５に出力
する。
【０１９５】
　多重分離部１０５５は、無線受信部３０５７から入力された信号を上りリンク制御チャ
ネル、上りリンク共有チャネル、上りリンク参照信号チャネルなどの信号に分離する。尚
、この分離は、予め基地局装置３が無線リソース制御部３０１１で決定し、各端末装置１
に通知した上りリンクグラントに含まれる無線リソースの割り当て情報に基づいて行なわ
れてもよい。多重分離部３０５５は、チャネル測定部３０５９から入力された伝搬路の推
定値から、上りリンク制御チャネルと上りリンク共有チャネルの伝搬路の補償を行なう。
また、多重分離部３０５５は、分離した上りリンク参照信号をチャネル測定部３０５９に
出力する。
【０１９６】
　多重分離部３０５５は、分離した上りリンク制御チャネルと上りリンク共有チャネルか
ら、上りリンクデータの変調シンボルと上りリンク制御情報（ＨＡＲＱ－ＡＣＫ）の変調
シンボルを取得する。多重分離部３０５５は、共有チャネルの信号から取得した上りリン
クデータの変調シンボルをデータ復調／復号部３０５１へ出力する。多重分離部３０５５
は、制御チャネルまたは共有チャネルから取得した上りリンク制御情報（ＨＡＲＱ－ＡＣ
Ｋ）の変調シンボルを制御情報復調／復号部３０５３へ出力する。
【０１９７】
　チャネル測定部３０５９は、多重分離部３０５５から入力された上りリンク参照信号か
ら伝搬路の推定値、チャネルの品質などを測定し、多重分離部３０５５および上位層処理
部３０１に出力する。
【０１９８】
　データ復調／復号部３０５１は、多重分離部３０５５から入力された上りリンクデータ
の変調シンボルから上りリンクデータを復号する。データ復調／復号部３０５１は、復号
された上りリンクデータを上位層処理部３０１へ出力する。
【０１９９】
　制御情報復調／復号部３０５３は、多重分離部３０５５から入力されたＨＡＲＱ－ＡＣ
Ｋの変調シンボルからＨＡＲＱ－ＡＣＫを復号する。制御情報復調／復号部３０５３は、
復号したＨＡＲＱ－ＡＣＫを上位層処理部３０１へ出力する。
【０２００】
　送信部３０７は、制御部３０３から入力された制御信号に従って、下りリンク参照信号
を生成し、上位層処理部３０１から入力された下りリンク制御情報、下りリンクデータを
符号化、および変調し、下りリンク制御チャネル、下りリンク共有チャネル、参照信号チ
ャネルを多重して、送受信アンテナ３０９を介して端末装置１に信号を送信する。
【０２０１】
　符号化部３０７１は、上位層処理部３０１から入力された下りリンク制御情報、および
、下りリンクデータの符号化を行なう。変調部３０７３は、符号化部３０７１から入力さ
れた符号化ビットをＢＰＳＫ、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ等の変調方式で変調す
る。変調部３０７３は、変調シンボルにプリコーディングを適用してもよい。プレコーデ
ィングは、送信プレコードを含んでもよい。なお、プレコーディングとは、プレコーダが
乗算される（適用される）ことであってもよい。
【０２０２】
　下りリンク参照信号生成部３０７９は下りリンク参照信号を生成する。多重部３０７５
は、各チャネルの変調シンボルと下りリンク参照信号を多重し、送信シンボルを生成する
。
【０２０３】
　多重部３０７５は、送信シンボルにプレコーディングを適用してもよい。多重部３０７
５が送信シンボルに適用するプレコーディングは、参照信号、および／または、変調シン
ボルに対して適用されてもよい。また、下りリンク参照信号に適用されるプレコーディン
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グと、変調シンボルに対して適用されるプレコーディングは、同一であってもよいし、異
なってもよい。
【０２０４】
　無線送信部３０７７は、多重された送信シンボルなどを逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ
：　Ｉｎｖｅｒｓｅ　Ｆａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）して、時間シン
ボルを生成する。無線送信部３０７７は、時間シンボルに対してＯＦＤＭ方式の変調を行
い、ベースバンドのディジタル信号を生成し、ベースバンドのディジタル信号をアナログ
信号に変換し、アナログ信号から中間周波数の同相成分および直交成分を生成し、中間周
波数帯域に対する余分な周波数成分を除去し、中間周波数の信号を高周波数の信号に変換
し、余分な周波数成分を除去し、搬送波信号（Ｃａｒｒｉｅｒ　ｓｉｇｎａｌ，　Ｃａｒ
ｒｉｅｒ，　ＲＦ　ｓｉｇｎａｌ等）を生成する。無線送信部３０７７は、搬送波信号に
対して、電力増幅し、送受信アンテナ３０９に出力して送信する。
【０２０５】
　以下、本実施形態の一態様に係る種々の装置の態様を説明する。
【０２０６】
　（１）上記の目的を達成するために、本発明の態様は、以下のような手段を講じた。す
なわち、本発明の第１の態様は、端末装置であって、下りリンク制御情報を含むＰＤＣＣ
Ｈを受信する受信部と、前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づきｓＰＵＳＣＨを送信す
る送信部と、を備え、前記ｓＰＵＳＣＨがマッピングされるシンボルの数と前記ｓＰＵＳ
ＣＨに関連するＤＭＲＳがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数の和は、２およ
び／または３であり、前記下りリンク制御情報に付加されるＣＲＣがＣ－ＲＮＴＩでスク
ランブルされている場合、前記ｓＰＵＳＣＨに関連する前記ＤＭＲＳがマッピングされる
前記ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのインデックスは、前記下りリンク制御情報に少なくとも基
づき与えられ、前記下りリンク制御情報に付加される前記ＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩ
でスクランブルされている場合、前記ｓＰＵＳＣＨに関連する前記ＤＭＲＳがマップされ
る前記シンボルのインデックスは上位層の信号に少なくとも基づき与えられる。
【０２０７】
　（２）また、本発明の第１の態様において、前記ｓＰＵＳＣＨは、第１のｓＰＵＳＣＨ
であり、前記送信部は、前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づき第２のｓＰＵＳＣＨを
送信し、前記ｓＰＵＳＣＨがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数と前記第２の
ｓＰＵＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数の和は
、６および／または７であり、前記下りリンク制御情報に付加されるＣＲＣがＣ－ＲＮＴ
ＩでスクランブリングされているかＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブリングされている
かに関わらず、前記第２のｓＰＵＳＣＨに関連する前記ＤＭＲＳがマッピングされるＳＣ
－ＦＤＭＡシンボルはスロットの４番目のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルである。
【０２０８】
　（３）また、本発明の第１の態様において、前記第１のｓＰＵＳＣＨがマッピングされ
る先頭のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを示す第１の値ｌｓｔａｒｔは、偶数番号のスロットに
おいて０、３、および／または、５であり、前記第１の値ｌｓｔａｒｔは、奇数番号のス
ロットにおいて０、２、および／または、４であり、前記第２のｓＰＵＳＣＨがマッピン
グされる先頭のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを示す第２の値ｌｓｔａｒｔは、スロット番号に
関わらず０である。
【０２０９】
　（４）また、本発明の第２の態様は、端末装置であって、下りリンク制御情報を含むＰ
ＤＣＣＨを受信する受信部と、前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づきｓＰＵＳＣＨを
送信する送信部と、を備え、前記ｓＰＵＳＣＨがマッピングされる第１のＳＣ－ＦＤＭＡ
シンボルの数と前記ｓＰＵＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマップされる第２のＳＣ－ＦＤＭ
Ａシンボルの数の和は、２または３であり、前記下りリンク制御情報に付加されるＣＲＣ
がＣ－ＲＮＴＩでスクランブルされている場合、前記第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのイ
ンデックスは、前記下りリンク制御情報に少なくとも基づき与えられ、前記下りリンク制
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御情報に付加される前記ＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブルされている場合、
前記第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのインデックスは、前記第１のＳＣ－ＦＤＭＡシンボ
ルのインデックスより小さい。
【０２１０】
　（５）また、本発明の第２の態様において、前記ｓＰＵＳＣＨは、第１のｓＰＵＳＣＨ
であり、前記送信部は、前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づき第２のｓＰＵＳＣＨを
送信し、前記第２のｓＰＵＳＣＨがマッピングされる第１のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数
と前記第２のｓＰＵＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマッピングされる第２のＳＣ－ＦＤＭＡ
シンボルの数の和は、６および／または７であり、前記下りリンク制御情報に付加される
ＣＲＣがＣ－ＲＮＴＩでスクランブリングされているかＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクラン
ブリングされているかに関わらず、前記第２のｓＰＵＳＣＨに関連する前記ＤＭＲＳがマ
ッピングされる前記第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのインデックスは４である。
【０２１１】
　（６）また、本発明の第２の態様において、前記第１のｓＰＵＳＣＨがマッピングされ
る先頭のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを示す第１の値ｌｓｔａｒｔは、偶数番号のスロットに
おいて０、３、および／または、５であり、前記第１の値ｌｓｔａｒｔは、奇数番号のス
ロットにおいて０、２、および／または、４であり、前記第２のｓＰＵＳＣＨがマッピン
グされる先頭のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを示す第２の値ｌｓｔａｒｔは、スロット番号に
関わらず０である。
【０２１２】
　（７）また、本発明の第３の態様は、端末装置であって、下りリンク制御情報を含むＰ
ＤＣＣＨを受信する受信部と、前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づきｓＰＵＳＣＨを
送信する送信部と、を備え、前記ｓＰＵＳＣＨがマッピングされる第１のＳＣ－ＦＤＭＡ
シンボルの数と前記ｓＰＵＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマッピングされる第２のＳＣ－Ｆ
ＤＭＡシンボルの数の和は、２または３であり、前記第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのイ
ンデックスは、前記下りリンク制御情報に含まれる第１のフィールドに少なくとも基づき
与えられ、前記下りリンク制御情報に付加されるＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクラ
ンブルされ、かつ、前記下りリンク制御情報に含まれるＮＤＩフィールドが０にセットさ
れている場合、前記第１のフィールドが所定の値にセットされていることに少なくとも基
づき、前記下りリンク制御情報を有効なＳＰＳ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎまたはＳＰＳ　ｒ
ｅｌｅａｓｅとみなす。
【０２１３】
　（８）また、本発明の第３の態様において、前記下りリンク制御情報に付加される前記
ＣＲＣが前記ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブルされ、かつ、前記下りリンク制御情報
に含まれるＮＤＩフィールドが０にセットされている場合、前記第１のフィールドが前記
所定の値にセットされていないことに少なくとも基づき、前記ＣＲＣがマッチしなかった
とみなす。
【０２１４】
　（９）また、本発明の第３の態様において、前記ｓＰＵＳＣＨは、第１のｓＰＵＳＣＨ
であり、前記送信部は、前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づき第２のｓＰＵＳＣＨを
送信し、前記ｓＰＵＳＣＨがマッピングされる第１のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数と前記
第２のｓＰＵＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマッピングされる第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボ
ルの数の和は、６および／または７であり、前記第２のｓＰＵＳＣＨに関連する前記ＤＭ
ＲＳがマッピングされる前記第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのインデックスは４である。
【０２１５】
　（１０）また、本発明の第３の態様において、前記第１のｓＰＵＳＣＨがマッピングさ
れる先頭のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを示す第１の値ｌｓｔａｒｔは、偶数番号のスロット
において０、３、および／または、５であり、前記第１の値ｌｓｔａｒｔは、奇数番号の
スロットにおいて０、２、および／または、４であり、前記第２のｓＰＵＳＣＨがマッピ
ングされる先頭のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを示す第２の値ｌｓｔａｒｔは、スロット番号
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に関わらず０である。
【０２１６】
　（１１）また、本発明の第４の態様は、基地局装置であって、下りリンク制御情報を含
むＰＤＣＣＨを送信する送信部と、前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づき送信される
ｓＰＵＳＣＨを受信する受信部と、を備え、前記ｓＰＵＳＣＨがマッピングされるシンボ
ルの数と前記ｓＰＵＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボ
ルの数の和は、２および／または３であり、前記下りリンク制御情報に付加されるＣＲＣ
がＣ－ＲＮＴＩでスクランブルされている場合、前記ｓＰＵＳＣＨに関連する前記ＤＭＲ
Ｓがマッピングされる前記ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのインデックスは、前記下りリンク制
御情報に少なくとも基づき与えられ、前記下りリンク制御情報に付加される前記ＣＲＣが
ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブルされている場合、前記ｓＰＵＳＣＨに関連する前記
ＤＭＲＳがマップされる前記シンボルのインデックスは上位層の信号に少なくとも基づき
与えられる。
【０２１７】
　（１２）また、本発明の第４の態様において、前記ｓＰＵＳＣＨは、第１のｓＰＵＳＣ
Ｈであり、前記受信部は、前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づき送信される第２のｓ
ＰＵＳＣＨを受信し、前記ｓＰＵＳＣＨがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数
と前記第２のｓＰＵＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマッピングされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボ
ルの数の和は、６および／または７であり、前記下りリンク制御情報に付加されるＣＲＣ
がＣ－ＲＮＴＩでスクランブリングされているかＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブリン
グされているかに関わらず、前記第２のｓＰＵＳＣＨに関連する前記ＤＭＲＳがマッピン
グされるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルはスロットの４番目のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルである。
【０２１８】
　（１３）また、本発明の第４の態様において、前記第１のｓＰＵＳＣＨがマッピングさ
れる先頭のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを示す第１の値ｌｓｔａｒｔは、偶数番号のスロット
において０、３、および／または、５であり、前記第１の値ｌｓｔａｒｔは、奇数番号の
スロットにおいて０、２、および／または、４であり、前記第２のｓＰＵＳＣＨがマッピ
ングされる先頭のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを示す第２の値ｌｓｔａｒｔは、スロット番号
に関わらず０である。
【０２１９】
　（１４）また、本発明の第５の態様は、基地局装置であって、下りリンク制御情報を含
むＰＤＣＣＨを送信する送信部と、前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づき送信される
ｓＰＵＳＣＨを受信する受信部と、を備え、前記ｓＰＵＳＣＨがマッピングされる第１の
ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数と前記ｓＰＵＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマップされる第２
のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数の和は、２または３であり、前記下りリンク制御情報に付
加されるＣＲＣがＣ－ＲＮＴＩでスクランブルされている場合、前記第２のＳＣ－ＦＤＭ
Ａシンボルのインデックスは、前記下りリンク制御情報に少なくとも基づき与えられ、前
記下りリンク制御情報に付加される前記ＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブルさ
れている場合、前記第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのインデックスは、前記第１のＳＣ－
ＦＤＭＡシンボルのインデックスより小さい。
【０２２０】
　（１５）また、本発明の第５の態様において、前記ｓＰＵＳＣＨは、第１のｓＰＵＳＣ
Ｈであり、前記受信部は、前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づき送信される第２のｓ
ＰＵＳＣＨを受信し、前記第２のｓＰＵＳＣＨがマッピングされる第１のＳＣ－ＦＤＭＡ
シンボルの数と前記第２のｓＰＵＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマッピングされる第２のＳ
Ｃ－ＦＤＭＡシンボルの数の和は、６および／または７であり、前記下りリンク制御情報
に付加されるＣＲＣがＣ－ＲＮＴＩでスクランブリングされているかＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴ
Ｉでスクランブリングされているかに関わらず、前記第２のｓＰＵＳＣＨに関連する前記
ＤＭＲＳがマッピングされる前記第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのインデックスは４であ
る。



(41) JP 2019-22081 A 2019.2.7

10

20

30

40

50

【０２２１】
　（１６）また、本発明の第５の態様において、前記第１のｓＰＵＳＣＨがマッピングさ
れる先頭のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを示す第１の値ｌｓｔａｒｔは、偶数番号のスロット
において０、３、および／または、５であり、前記第１の値ｌｓｔａｒｔは、奇数番号の
スロットにおいて０、２、および／または、４であり、前記第２のｓＰＵＳＣＨがマッピ
ングされる先頭のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを示す第２の値ｌｓｔａｒｔは、スロット番号
に関わらず０である。
【０２２２】
　（１７）また、本発明の第６の態様は、基地局装置であって、下りリンク制御情報を含
むＰＤＣＣＨを送信する送信部と、前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づき送信される
ｓＰＵＳＣＨを受信する受信部と、を備え、前記ｓＰＵＳＣＨがマッピングされる第１の
ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数と前記ｓＰＵＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマッピングされる
第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数の和は、２または３であり、前記第２のＳＣ－ＦＤＭ
Ａシンボルのインデックスは、前記下りリンク制御情報に含まれる第１のフィールドに少
なくとも基づき与えられ、前記下りリンク制御情報に付加されるＣＲＣがＳＰＳ　Ｃ－Ｒ
ＮＴＩでスクランブルされ、かつ、前記下りリンク制御情報に含まれるＮＤＩフィールド
が０にセットされている場合、前記第１のフィールドが所定の値にセットされていること
に少なくとも基づき、前記下りリンク制御情報を有効なＳＰＳ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎま
たはＳＰＳ　ｒｅｌｅａｓｅとみなす。
【０２２３】
　（１８）また、本発明の第６の態様において、前記下りリンク制御情報に付加される前
記ＣＲＣが前記ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブルされ、かつ、前記下りリンク制御情
報に含まれるＮＤＩフィールドが０にセットされている場合、前記第１のフィールドが前
記所定の値にセットされていないことに少なくとも基づき、前記ＣＲＣがマッチしなかっ
たとみなす。
【０２２４】
　（１９）また、本発明の第６の態様において、前記ｓＰＵＳＣＨは、第１のｓＰＵＳＣ
Ｈであり、前記受信部は、前記ＰＤＣＣＨの検出に少なくとも基づき送信される第２のｓ
ＰＵＳＣＨを受信し、前記ｓＰＵＳＣＨがマッピングされる第１のＳＣ－ＦＤＭＡシンボ
ルの数と前記第２のｓＰＵＳＣＨに関連するＤＭＲＳがマッピングされる第２のＳＣ－Ｆ
ＤＭＡシンボルの数の和は、６および／または７であり、前記第２のｓＰＵＳＣＨに関連
する前記ＤＭＲＳがマッピングされる前記第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのインデックス
は４である。
【０２２５】
　（２０）また、本発明の第６の態様において、前記第１のｓＰＵＳＣＨがマッピングさ
れる先頭のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを示す第１の値ｌｓｔａｒｔは、偶数番号のスロット
において０、３、および／または、５であり、前記第１の値ｌｓｔａｒｔは、奇数番号の
スロットにおいて０、２、および／または、４であり、前記第２のｓＰＵＳＣＨがマッピ
ングされる先頭のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを示す第２の値ｌｓｔａｒｔは、スロット番号
に関わらず０である。
【０２２６】
　本発明に関わる基地局装置３、および端末装置１で動作するプログラムは、本発明に関
わる上記実施形態の機能を実現するように、ＣＰＵ（Central Processing Unit）等を制
御するプログラム（コンピュータを機能させるプログラム）であっても良い。そして、こ
れら装置で取り扱われる情報は、その処理時に一時的にＲＡＭ（Random Access Memory）
に蓄積され、その後、Ｆｌａｓｈ　ＲＯＭ（Read Only Memory)などの各種ＲＯＭやＨＤ
Ｄ（Hard Disk Drive）に格納され、必要に応じてＣＰＵによって読み出し、修正・書き
込みが行われる。
【０２２７】
　尚、上述した実施形態における端末装置１、基地局装置３の一部、をコンピュータで実
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現するようにしても良い。その場合、この制御機能を実現するためのプログラムをコンピ
ュータが読み取り可能な記録媒体に記録して、この記録媒体に記録されたプログラムをコ
ンピュータシステムに読み込ませ、実行することによって実現しても良い。
【０２２８】
　尚、ここでいう「コンピュータシステム」とは、端末装置１、又は基地局装置３に内蔵
されたコンピュータシステムであって、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを含むものとす
る。また、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光磁
気ディスク、ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵されるハ
ードディスク等の記憶装置のことをいう。
【０２２９】
　さらに「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、インターネット等のネットワー
クや電話回線等の通信回線を介してプログラムを送信する場合の通信線のように、短時間
、動的にプログラムを保持するもの、その場合のサーバやクライアントとなるコンピュー
タシステム内部の揮発性メモリのように、一定時間プログラムを保持しているものも含ん
でも良い。また上記プログラムは、前述した機能の一部を実現するためのものであっても
良く、さらに前述した機能をコンピュータシステムにすでに記録されているプログラムと
の組み合わせで実現できるものであっても良い。
【０２３０】
　また、上述した実施形態における基地局装置３は、複数の装置から構成される集合体（
装置グループ）として実現することもできる。装置グループを構成する装置の各々は、上
述した実施形態に関わる基地局装置３の各機能または各機能ブロックの一部、または、全
部を備えてもよい。装置グループとして、基地局装置３の一通りの各機能または各機能ブ
ロックを有していればよい。また、上述した実施形態に関わる端末装置１は、集合体とし
ての基地局装置と通信することも可能である。
【０２３１】
　また、上述した実施形態における基地局装置３は、ＥＵＴＲＡＮ（Evolved Universal 
Terrestrial Radio Access Network）であってもよい。また、上述した実施形態における
基地局装置３は、ｅＮｏｄｅＢに対する上位ノードの機能の一部または全部を有してもよ
い。
【０２３２】
　また、上述した実施形態における端末装置１、基地局装置３の一部、又は全部を典型的
には集積回路であるＬＳＩとして実現してもよいし、チップセットとして実現してもよい
。端末装置１、基地局装置３の各機能ブロックは個別にチップ化してもよいし、一部、又
は全部を集積してチップ化してもよい。また、集積回路化の手法はＬＳＩに限らず専用回
路、又は汎用プロセッサで実現しても良い。また、半導体技術の進歩によりＬＳＩに代替
する集積回路化の技術が出現した場合、当該技術による集積回路を用いることも可能であ
る。
【０２３３】
　また、上述した実施形態では、通信装置の一例として端末装置を記載したが、本願発明
は、これに限定されるものではなく、屋内外に設置される据え置き型、または非可動型の
電子機器、たとえば、ＡＶ機器、キッチン機器、掃除・洗濯機器、空調機器、オフィス機
器、自動販売機、その他生活機器などの端末装置もしくは通信装置にも適用出来る。
【０２３４】
　以上、この発明の実施形態に関して図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含
まれる。また、本発明は、請求項に示した範囲で種々の変更が可能であり、異なる実施形
態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて得られる実施形態についても本発
明の技術的範囲に含まれる。また、上記各実施形態に記載された要素であり、同様の効果
を奏する要素同士を置換した構成も含まれる。
【符号の説明】
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１（１Ａ、１Ｂ、１Ｃ）　端末装置
３　基地局装置
１０１　上位層処理部
１０３　制御部
１０５　受信部
１０７　送信部
１０９　送受信アンテナ
１０１１　無線リソース制御部
１０１３　スケジューリング部
１０５１　復号化部
１０５３　復調部
１０５５　多重分離部
１０５７　無線受信部
１０５９　チャネル測定部
１０７１　符号化部
１０７３　共有チャネル生成部
１０７５　制御チャネル生成部
１０７７　多重部
１０７９　無線送信部
１０７１１　上りリンク参照信号生成部
３０１　上位層処理部
３０３　制御部
３０５　受信部
３０７　送信部
３０９　送受信アンテナ
３０１１　無線リソース制御部
３０１３　スケジューリング部
３０５１　データ復調／復号部
３０５３　制御情報復調／復号部
３０５５　多重分離部
３０５７　無線受信部
３０５９　チャネル測定部
３０７１　符号化部
３０７３　変調部
３０７５　多重部
３０７７　無線送信部
３０７９　下りリンク参照信号生成部
１００００１　ビット系列
１００００２　スクランブルビット系列
１００００３　複素数値変調シンボル系列
１００００４　送信レイヤ複素数値変調シンボル系列
１００００５　送信プレコード複素数値変調シンボル系列
１００００６　プレコード複素数値シンボル系列
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